
2
0

14
A

U
G

U
S

T
N

o
.11

IS
S
N
 2188-0670

［
ム
ン
デ
ィ
］
 平
成
26年

8月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

［ムンディ］

82014 August No.11

特 集  中央アジア 

開かれた地域へ開かれた地域へ



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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開かれた地域へ
国と人をつなぐ道　キルギス
障害から、その先へ　ウズベキスタン
薬草ビジネスで新たな道を開く　タジキスタン
中央アジアってこんなところ！

子どもの日は僕が主役　タンザニア

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

26

表紙　
撮影：鈴木革

キルギス東部、イシククル州に
広がる花畑。雄大な自然に恵
まれた中央アジアの国々は、
さらなる発展に向けて国づくり
を進めている

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



央アジア周辺を舞台に、雄大な自然の中で生きる
人々の生活と文化に焦点を当てた漫画『乙嫁語

り』。「漫画大賞2014」を受賞したこの作品の著者、森薫
さんが「中央アジア＋日本」対話の10周年を記念してイメ
ージキャラクターを作成した。中央アジア5カ国と日本の国
旗の色からイメージしたというキャラクターは、異国情緒あふ
れる民族衣装を身にまとった女性たち。森さんらしい柔らか
なタッチで親しみやすいと好評だ。今後、外務省が実施す
る「中央アジア＋日本」対話の広報や文化行事などのイベ
ントに登場。日本と中央アジアとの交流や相互理解を促進
していく。

人気漫画家、森薫さんが
イメージキャラクターをデザイン！

中

アラル海

アフガニスタン

アスタナ

ビシュケクタシケント

ドゥシャンベ 

アシガバット

ロシア

中国

イラン

カスピ海

アゼルバイジャン

バルハシ湖

カザフスタン

首都：アスタナ
面積：272万4,900㎢（日本の約7倍）
人口：1,640万人（2013年）
言語：カザフ語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工
1人当たり国内総生産（GDP）：1万1,983ドル（2012年）

トルクメニスタン

首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢（日本の約1.3倍）
人口：520万人（2013年）
言語：トルクメン語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、牧畜
1人当たり国内総生産（GDP）：5,998.7ドル（2012年）

1

1

2

3

4
5

タジキスタン

首都：ドゥシャンベ 
面積：14万3,100㎢（日本の約4割）
人口：820万人（2013年）
言語：タジク語、ロシア語
主要産業：農業、アルミニウム生産、水力発電
1人当たり国内総生産（GDP）：953.3ドル（2012年）

3

5

キルギス

首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：550万人（2013年）
言語：キルギス語、ロシア語
主要産業：農業、畜産業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,158ドル（2012年）

2 Kyrgyz

ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢（日本の約1.2倍）
人口：2,890万人（2013年）
言語：ウズベク語、ロシア語
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、石油、天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：1,367.1ドル（2010年）

4 Uzbekistan

参考：外務省ホームページ

　
独
立
を
果
た
し
て
か
ら
も
、
新
た
な
困

難
に
直
面
し
て
き
た
中
央
ア
ジ
ア
。
旧
ソ

連
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
、
国
の
発

展
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
役
買
っ

て
い
る
の
が
日
本
だ
。

　
同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ど

こ
か
遠
く
感
じ
る
中
央
ア
ジ
ア
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
日
本
か
ら
の
直
行
便
も
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
行
き
の

み
で
、
日
本
人
観
光
客
も
そ
う
多
く
な
い
。

　
し
か
し
実
は
そ
ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
国

づ
く
り
を
、
日
本
は
各
国
の
独
立
以
降
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
支
え
て
き
た
。
２
０

０
４
年
に
は
外
務
省
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

取
っ
て
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
の

枠
組
み
を
設
立
。
そ
の
中
で
は
特
に
、
中

央
ア
ジ
ア
の
域
内
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

「
日
本
が
他
国
の
ド
ナ
ー
と
違
う
点
は
、
政

治
的
な
介
入
な
し
に
、
中
立
的
な
立
場
で

支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
間
に
入

っ
て
情
報
共
有
の
場
を
持
ち
、
共
に
解
決

に
取
り
組
め
ば
、
地
域
と
し
て
も
っ
と
発

展
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
杉
浦
准
教
授
は

話
す
。

　
こ
の
枠
組
み
の
柱
は
、
貿
易
・
投
資
の

促
進
、
環
境
／
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
と
格
差
是
正
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
化
、
防
災
分
野
の
協

力
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ら
を
後
押
し
す
べ

く
、
有
償
・
無
償
・
技
術
協
力
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
運
輸
交
通
、
小

規
模
電
力
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
村
開
発
、

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
中
央
ア

ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
は
、
国
境
を
接
す
る
ロ
シ

ア
や
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
と
の

　
古
く
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
懸
け
橋
と
し
て
、
長
き
に
わ
た

り
、ヒ
ト
、モ
ノ
の
交
流
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
通
り
道
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

中
央
ア
ジ
ア
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
５
カ
国
だ
。
雄
大

な
自
然
に
囲
ま
れ
、
人
々
の
生
活
は
肥
よ

く
な
大
地
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。　

　
し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
立
ち
向
か
う

べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
が
持
つ

過
去
か
ら
脱
却
し

新
し
い
国
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
の
課
題
に

地
域
一
体
で
進
む

共
通
点
か
ら
見
え
て
く
る
。
こ
の
5
カ
国

は
、
か
つ
て
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
構
成

国
。
１
９
９
１
年
の
崩
壊
後
に
独
立
を
果

た
し
た
が
、
新
た
な
国
と
し
て
歩
み
始
め

た
道
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
旧
ソ
連
時
代
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
人
材
育
成
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
独
立
後
、
優
秀
な
技
術
者
の
多
く
は

ロ
シ
ア
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

若
い
人
々
を
中
心
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
文
字
通
り
〝
ゼ
ロ
〞
か
ら
の
国
づ
く

り
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
が
過
ぎ
た
今
―
。

「
旧
ソ
連
時
代
か
ら
使
い
続
け
て
き
た
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
は
進
む
ば
か
り
。
そ
の
一

方
で
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
な
ど

の
ピ
カ
ピ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
も
あ
り
、
そ
の

対
照
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
帝

京
大
学
経
済
学
部
の
杉
浦
史
和
准
教
授
は

話
す
。
さ
ら
に
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど

資
源
の
あ
る
国
と
な
い
国
で
開
発
に
差
が

生
じ
、
地
域
間
で
格
差
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

育
ん
だ
地
域
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同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
央
ア
ジ
ア
。

し
か
し
実
は
国
際
協
力
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
帝
京
大
学
経
済
学
部 

杉
浦
史
和
准
教
授
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Tajikistan
Turkmenistan

Kazakhstan

関
係
づ
く
り
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。「
一
国
一
国
が
力
を
付
け
る
努
力
を

し
な
が
ら
、
近
隣
国
の
情
勢
に
も
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
杉
浦

准
教
授
。
特
に
テ
ロ
や
難
民
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し

て
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
動
き
に
注
意
を
払
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
国
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ

な
ぐ
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
。
日
本
企
業
の
進
出
数
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
企
業
も
多

い
。
そ
の
成
長
の
可
能
性
は
無
限
大
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
自
国
の
課
題
と
向
き

合
い
、
域
内
で
手
を
取
り
合
っ
て
開
か
れ

た
地
域
を
目
指
し
て
い
く
―
。
日
本
も
そ

ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
持
続
的
成
長
を
支
え

な
が
ら
、
新
た
な
関
係
を
築
き
始
め
て
い

る
。

C e n t r a l  A s i a
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央アジア周辺を舞台に、雄大な自然の中で生きる
人々の生活と文化に焦点を当てた漫画『乙嫁語

り』。「漫画大賞2014」を受賞したこの作品の著者、森薫
さんが「中央アジア＋日本」対話の10周年を記念してイメ
ージキャラクターを作成した。中央アジア5カ国と日本の国
旗の色からイメージしたというキャラクターは、異国情緒あふ
れる民族衣装を身にまとった女性たち。森さんらしい柔らか
なタッチで親しみやすいと好評だ。今後、外務省が実施す
る「中央アジア＋日本」対話の広報や文化行事などのイベ
ントに登場。日本と中央アジアとの交流や相互理解を促進
していく。

人気漫画家、森薫さんが
イメージキャラクターをデザイン！

中

アラル海

アフガニスタン

アスタナ

ビシュケクタシケント

ドゥシャンベ 

アシガバット

ロシア

中国

イラン

カスピ海
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カザフスタン

首都：アスタナ
面積：272万4,900㎢（日本の約7倍）
人口：1,640万人（2013年）
言語：カザフ語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工
1人当たり国内総生産（GDP）：1万1,983ドル（2012年）
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首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢（日本の約1.3倍）
人口：520万人（2013年）
言語：トルクメン語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、牧畜
1人当たり国内総生産（GDP）：5,998.7ドル（2012年）
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タジキスタン

首都：ドゥシャンベ 
面積：14万3,100㎢（日本の約4割）
人口：820万人（2013年）
言語：タジク語、ロシア語
主要産業：農業、アルミニウム生産、水力発電
1人当たり国内総生産（GDP）：953.3ドル（2012年）

3

5

キルギス

首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：550万人（2013年）
言語：キルギス語、ロシア語
主要産業：農業、畜産業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,158ドル（2012年）
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ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢（日本の約1.2倍）
人口：2,890万人（2013年）
言語：ウズベク語、ロシア語
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、石油、天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：1,367.1ドル（2010年）

4 Uzbekistan
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か
ら
の
直
行
便
も
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
行
き
の

み
で
、
日
本
人
観
光
客
も
そ
う
多
く
な
い
。

　
し
か
し
実
は
そ
ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
国

づ
く
り
を
、
日
本
は
各
国
の
独
立
以
降
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
支
え
て
き
た
。
２
０

０
４
年
に
は
外
務
省
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

取
っ
て
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
の

枠
組
み
を
設
立
。
そ
の
中
で
は
特
に
、
中

央
ア
ジ
ア
の
域
内
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

「
日
本
が
他
国
の
ド
ナ
ー
と
違
う
点
は
、
政

治
的
な
介
入
な
し
に
、
中
立
的
な
立
場
で

支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
間
に
入

っ
て
情
報
共
有
の
場
を
持
ち
、
共
に
解
決

に
取
り
組
め
ば
、
地
域
と
し
て
も
っ
と
発

展
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
杉
浦
准
教
授
は

話
す
。

　
こ
の
枠
組
み
の
柱
は
、
貿
易
・
投
資
の

促
進
、
環
境
／
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
と
格
差
是
正
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
化
、
防
災
分
野
の
協

力
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ら
を
後
押
し
す
べ

く
、
有
償
・
無
償
・
技
術
協
力
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
運
輸
交
通
、
小

規
模
電
力
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
村
開
発
、

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
中
央
ア

ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
は
、
国
境
を
接
す
る
ロ
シ

ア
や
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
と
の

　
古
く
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
懸
け
橋
と
し
て
、
長
き
に
わ
た

り
、ヒ
ト
、モ
ノ
の
交
流
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
通
り
道
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

中
央
ア
ジ
ア
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
５
カ
国
だ
。
雄
大

な
自
然
に
囲
ま
れ
、
人
々
の
生
活
は
肥
よ

く
な
大
地
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。　

　
し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
立
ち
向
か
う

べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
が
持
つ

過
去
か
ら
脱
却
し

新
し
い
国
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
の
課
題
に

地
域
一
体
で
進
む

共
通
点
か
ら
見
え
て
く
る
。
こ
の
5
カ
国

は
、
か
つ
て
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
構
成

国
。
１
９
９
１
年
の
崩
壊
後
に
独
立
を
果

た
し
た
が
、
新
た
な
国
と
し
て
歩
み
始
め

た
道
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
旧
ソ
連
時
代
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
人
材
育
成
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
独
立
後
、
優
秀
な
技
術
者
の
多
く
は

ロ
シ
ア
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

若
い
人
々
を
中
心
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
文
字
通
り
〝
ゼ
ロ
〞
か
ら
の
国
づ
く

り
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
が
過
ぎ
た
今
―
。

「
旧
ソ
連
時
代
か
ら
使
い
続
け
て
き
た
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
は
進
む
ば
か
り
。
そ
の
一

方
で
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
な
ど

の
ピ
カ
ピ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
も
あ
り
、
そ
の

対
照
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
帝

京
大
学
経
済
学
部
の
杉
浦
史
和
准
教
授
は

話
す
。
さ
ら
に
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど

資
源
の
あ
る
国
と
な
い
国
で
開
発
に
差
が

生
じ
、
地
域
間
で
格
差
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

育
ん
だ
地
域

特集 中央アジア
開かれた地域へ

©Kaku Suzuki

©Shinichi Kuno

開
か
れ
た
地
域
へ

同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
央
ア
ジ
ア
。

し
か
し
実
は
国
際
協
力
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
帝
京
大
学
経
済
学
部 

杉
浦
史
和
准
教
授

C e n t r a l      A s i a

Tajikistan
Turkmenistan

Kazakhstan

関
係
づ
く
り
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。「
一
国
一
国
が
力
を
付
け
る
努
力
を

し
な
が
ら
、
近
隣
国
の
情
勢
に
も
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
杉
浦

准
教
授
。
特
に
テ
ロ
や
難
民
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し

て
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
動
き
に
注
意
を
払
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
国
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ

な
ぐ
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
。
日
本
企
業
の
進
出
数
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
企
業
も
多

い
。
そ
の
成
長
の
可
能
性
は
無
限
大
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
自
国
の
課
題
と
向
き

合
い
、
域
内
で
手
を
取
り
合
っ
て
開
か
れ

た
地
域
を
目
指
し
て
い
く
―
。
日
本
も
そ

ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
持
続
的
成
長
を
支
え

な
が
ら
、
新
た
な
関
係
を
築
き
始
め
て
い

る
。

C e n t r a l  A s i a
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６
月
下
旬
、
日
本
は
梅
雨
の
真
っ
た

だ
中
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ル
ギ
ス
に
飛

び
立
っ
た
。
初
め
て
の
土
地
に
行
く
時

は
い
つ
も
、
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ

る
。

　
日
本
を
発
ち
、
ま
ず
は
ト
ル
コ
の
首

都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
。
今
回
の
経
由

地
だ
。
日
本
か
ら
は
そ
の
ル
ー
ト
が
一

番
効
率
的
な
よ
う
だ
が
、
結
局
、
乗
り

継
ぎ
時
間
を
含
め
て
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ

ク
に
着
く
ま
で
約
１
日
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
し
か
し
旅
の
疲
れ
は
、
雄
大
な
自
然

を
前
に
吹
き
飛
ん
だ
。
季
節
は
こ
れ
か

ら
夏
。
見
上
げ
る
と
澄
み
切
っ
た
青
い

空
、
視
線
を
遠
く
に
移
す
と
、
万
年
雪

を
被
っ
た
天
山
山
脈
が
連
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
街
中
に
入
る
と
、
年

季
の
入
っ
た
無
機
質
な
建
物
が
目
に
止

ま
っ
た
。
道
路
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
て
い
る
が
、
車
で
走
る
と
ガ
タ

ガ
タ
揺
れ
る
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
に

穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
が
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
果

た
し
た
の
は
１
９
９
１
年
。
し
か
し
そ

れ
以
降
、
人
材
、
技
術
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、

現
地
の
運
輸
通
信
省
で
道
路
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
の

大
橋
岳
さ
ん
は
、
最
初
に
こ
の
国
の
道

路
や
橋
を
見
た
時
、
か
な
り
状
態
が
悪

い
と
感
じ
た
と
い
う
。「
市
内
は
歩
道

付
き
の
道
路
が
碁
盤
目
状
に
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
ソ
連
時
代

に
、
都
市
計
画
に
沿
っ
て
道
路
網
が
計

画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
問
題
は
、
維
持
管
理
体
制
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

　
キ
ル
ギ
ス
の
面
積
は
日
本
の
半
分
。

内
陸
国
の
た
め
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動

の
９
割
以
上
は
陸
路
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
以
上
が
た

ち
、
か
つ
て
造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
悲

鳴
を
上
げ
始
め
て
い
た
。

　
大
橋
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
今
年
５

月
か
ら
現
地
で
活
動
す
る
の
は
田
中
拓

也
専
門
家
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）。
キ

ル
ギ
ス
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
調

査
し
、
現
場
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案

す
る
の
が
彼
の
仕
事
だ
。

　
こ
の
日
は
田
中
専
門
家
の
調
査
に
同

行
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
の
南
北
を
つ
な
ぐ

唯
一
の
国
際
幹
線
道
路「
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・

オ
シ
ュ
道
路
」
に
向
か
っ
た
。
日
本
の

協
力
で
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
だ
。
山

道
に
入
る
と
、
急
な
勾
配
と
カ
ー
ブ
が

続
く
。
日
光
の
い
ろ
は
坂
の
比
で
は
な

い
。手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
な
い
と
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
ほ
ど

だ
。「
冬
に
な
る
と
、
地
吹
雪
※
に
よ

り
こ
の
地
域
だ
け
で
も
毎
年
５
、
６
回

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
」。
そ
う
課

題
を
話
す
の
は
、
こ
の
地
域
を
管
轄
す

る
運
輸
通
信
省
の
事
務
所
の
ベ
ク
ナ
ザ

ー
ル
・
バ
ザ
ラ
イ
エ
フ
所
長
。「
国
民
の

３
分
の
２
は
経
済
的
に
何
ら
か
の
関
わ

り
が
あ
る
重
要
な
道
路
。
職
員
総
出
で

復
旧
作
業
を
し
ま
す
が
、
除
雪
車
も
人

も
足
り
な
い
の
で
す
」。

　
彼
が
言
う
よ
う
に
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・
オ

シ
ュ
道
路
の
最
大
の
難
関
は
冬
だ
。
キ

ル
ギ
ス
の
冬
は
寒
く
、
雪
深
い
。
標
高

が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
雪
崩
や
地
吹

雪
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
十
分
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
道
路
が
雪

で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
雪
崩
防
止
や
風

よ
け
用
の
フ
ェ
ン
ス
は
あ
る
が
、
所
々

壊
れ
た
ま
ま
だ
。

　「
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は
い
つ
造
っ
た
の
で

す
か
？
」

　「
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
除
雪
車
は
何

台
あ
り
ま
す
か
？
」

　
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
当

し
て
22
年
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア

ナ
ル
ベ
ク
・
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
と
現

場
を
回
り
な
が
ら
、
田
中
専
門
家
は
質

問
を
投
げ
掛
け
る
。
こ
の
道
が
封
鎖
さ

れ
る
と
、
南
北
の
物
流
が
完
全
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
何
が
何
で
も
〝
道

路
を
通
す
〞
こ
と
が
彼
ら
の
使
命
な
の

だ
。

　「
ま
だ
キ
ル
ギ
ス
で
冬
を
越
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
話
に
聞
く
と
状
況
は
か

な
り
深
刻
で
す
。
私
も
函
館
出
身
で
す

か
ら
、雪
国
の
大
変
さ
は
分
か
り
ま
す
」

と
田
中
専
門
家
。
日
本
で
さ
え
も
雪
へ

の
対
応
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
だ
と
い
う
。「
何
事
も
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
日
本
人
専
門
家
は
現
場

に
足
を
運
ん
で
見
に
来
て
く
れ
る
の
で

心
強
い
。
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
は
話
し

た
。

　
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
き
た
。

国
内
で
一
番
標
高
が
高
い
ト
ン
ネ
ル

だ
。
入
り
口
に
は
信
号
が
あ
り
、
数
台

の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。「
昔
の
基
準

で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
道
幅
が
狭
く
、

最
近
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
２
台
す
れ
違

う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
」。
国
内
外

で
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
に
携
わ
る
復
建
調

査
設
計
株
式
会
社
の
廣
井
和
也
専
門
家

は
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ト
ン

ネ
ル
が
造
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
と
50
年

も
前
だ
と
い
う
。

　
廣
井
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
ま
ず
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一

新
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
を
増

や
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
は
、
時

間
も
技
術
も
か
か
る
。
今
あ
る
も
の
を

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
、
問
題
に
対
応

し
て
い
け
ば
長
く
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
廣
井
専
門
家
は
話
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め
に
、
株
式
会
社
建

設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
溝
田

祐
造
専
門
家
率
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
現
地
入
り
し
て
い
る
。
彼
ら
が

タ
ッ
グ
を
組
む
の
は
、
運
輸
通
信
省
の

技
術
者
か
ら
選
ば
れ
た
〝
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
〞。
定
期
的
に
各
地
を
回
り

な
が
ら
情
報
収
集
を
し
、
一
つ
一
つ
対

策
を
考
え
、
現
場
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

　
次
の
日
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ

ー
た
ち
と
ビ
シ
ュ
ケ
ク
近
郊
の
橋
の
視

察
へ
。「
こ
こ
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
て

危
な
い
で
す
ね
」。
そ
う
指
摘
す
る
の

は
橋
梁
管
理
を
専
門
と
す
る
北
村
隆
理

専
門
家
（
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）。「
皆
さ
ん
は
こ
れ
を
見
て
、
ど

う
対
処
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」。

北
村
専
門
家
が
そ
う
問
い
掛
け
る
と
、

「
修
理
に
は
お
金
が
か
か
る
。
優
先
順

位
は
低
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
確
か
に
、
全
て
の
橋
を
修
理

し
て
い
て
は
予
算
が
足
り
な
い
。「
こ

の
程
度
の
損
傷
に
な
る
と
、
日
本
で
は

確
実
に
修
理
し
ま
す
。
で
も
こ
こ
は
日

本
で
は
な
い
。
必
要
な
技
術
と
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
最
終
的
に
判
断
す
る

の
は
キ
ル
ギ
ス
の
人
た
ち
で
す
」
と
溝

田
専
門
家
。
南
ス
ー
ダ
ン
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
、
世
界
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
支
援
し
て
き
た
熟
練
の
経
験
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
教
訓
だ
。

　
ト
ン
ネ
ル
も
そ
う
、
橋
も
そ
う
。
キ

ル
ギ
ス
で
は
〝
壊
れ
た
ら
直
す
〞。
日

本
の
よ
う
に
〝
前
も
っ
て
〞
の
防
災
の

意
識
は
乏
し
い
。
し
か
し
何
か
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
日
本
か
ら
来
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
か

ら
そ
れ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
現
地
の

技
術
者
た
ち
は
今
す
べ
き
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。

　
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
道
路
網
は
、
約
３

万
４
０
０
０
キ
ロ
。
約
１
７
０
０
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
５
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
通

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

危
な
い

冬
の
雪
に
耐
え
得
る

強
い
道
路
を
造
る

イ
ン
フ
ラ
の

専
門
家
を
育
て
る

日
本
人
専
門
家
と

共
に
歩
む

特集 中央アジア
開かれた地域へ

っ
て
い
る
。
そ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、

こ
れ
ら
全
て
の
安
全
性
を
維
持
し
て
い

く
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
田
中
専

門
家
ら
の
活
動
を
支
え
る
大
橋
さ
ん

は
、「
私
が
い
た
３
年
間
、
何
度
も
議

論
を
重
ね
て
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
一

つ
一
つ
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
そ
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
奮
闘
を
続
け
て
い
る
田
中
専

門
家
も
「
対
応
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
人
た
ち

と
共
に
国
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
意
気

込
む
。

　
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
、
日
本
と
の
協

力
を
担
当
し
て
き
た
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
局
の
ク
バ
ニ
チ
ベ
ッ
ク
・
マ
マ

エ
フ
局
長
は
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
時

期
だ
と
考
え
て
い
る
。「
何
よ
り
も
、

資
金
確
保
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
。
有

料
道
路
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
私

た
ち
と
一
緒
に
悩
み
、
行
動
し
て
く
れ

る
日
本
人
専
門
家
は
頼
も
し
い
。
彼
ら

か
ら
学
び
な
が
ら
、
キ
ル
ギ
ス
で
も
若

手
の
技
術
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
っ
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
土
木

や
建
築
を
学
ぶ
地
元
の
大
学
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
ん
な
現
場
の
人
た
ち
の
情
熱
が
、

道
路
を
通
じ
て
、
国
と
人
を
つ
な
い
で

い
く
の
だ
。

キルギス南北をつなぐビシュケク・
オシュ道路。険しい山を切り開い
たため、夏は落石、冬は地吹雪や
雪崩などの被害が深刻だ

羊の群れの通過で大渋滞が起こることもある

標高3,000メートル地点に
あるトンネル。物資を運ぶ大
型トラックの通行が多かった

ビシュケク・オシュ道路で現
場を管理する技術者たちと、
道路状況について確認する
田中専門家（左から3人目）
と溝田専門家（左端）

特集 中央アジア
開かれた地域へ

橋桁の下に入り、破損状況について
確認する北村専門家（右）。「彼ら自身
の維持管理方法を見つけてほしい」

Kyrgyz

from
キルギス

現地調査の後は、そこで得た情報をデータベースに落とし込む。
必要な情報にすぐにアクセスできるシステムづくりを進めている

大橋さんの提案を受けて建設されたアスファルト工場。アスファルトは冷めると工事がで
きなくなる。工場を建てることで、周辺地域での作業をスムーズに行えるようになった

溝田専門家（左奥）、廣井専門家（右）らの指導
の下、インフラ整備の維持管理に必要なマニュ
アルをロシア語と英語で作成した

ビシュケク

日本の協力で2011年に整備されたビシュケク近郊の橋。両国の国旗は友好の証しだ

1996年に初めて日本での研修に参加したママエフ局長。
「インフラをうまく機能させるためには法整備も重要だと学
び、帰国後に取り組みを進めました」

ビシュケク・オシュ道路沿いに暮らす
遊牧民の家族。彼らが暮らすユルタ
と呼ばれるテントは、夏の暑さ、冬の
寒さに強い構造だ

国
と
人
を
つ
な
ぐ
道

中
央
ア
ジ
ア
の
内
陸
国
キ
ル
ギ
ス
。

ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
は
陸
路
に
依
存
し
て
い
る
が
、

地
形
や
気
候
条
件
に
阻
ま
れ
、
道
路
事
情
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
の
技
術
が
結
集
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
鈴
木
革（
写
真
家
）

オシュ

※地面に降り積もった雪が強風によって空中に吹き上げられる現象。 August 2014                       0809　                   August 2014

August 2014                       1011　                   August 2014



　　
６
月
下
旬
、
日
本
は
梅
雨
の
真
っ
た

だ
中
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ル
ギ
ス
に
飛

び
立
っ
た
。
初
め
て
の
土
地
に
行
く
時

は
い
つ
も
、
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ

る
。

　
日
本
を
発
ち
、
ま
ず
は
ト
ル
コ
の
首

都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
。
今
回
の
経
由

地
だ
。
日
本
か
ら
は
そ
の
ル
ー
ト
が
一

番
効
率
的
な
よ
う
だ
が
、
結
局
、
乗
り

継
ぎ
時
間
を
含
め
て
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ

ク
に
着
く
ま
で
約
１
日
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
し
か
し
旅
の
疲
れ
は
、
雄
大
な
自
然

を
前
に
吹
き
飛
ん
だ
。
季
節
は
こ
れ
か

ら
夏
。
見
上
げ
る
と
澄
み
切
っ
た
青
い

空
、
視
線
を
遠
く
に
移
す
と
、
万
年
雪

を
被
っ
た
天
山
山
脈
が
連
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
街
中
に
入
る
と
、
年

季
の
入
っ
た
無
機
質
な
建
物
が
目
に
止

ま
っ
た
。
道
路
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
て
い
る
が
、
車
で
走
る
と
ガ
タ

ガ
タ
揺
れ
る
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
に

穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
が
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
果

た
し
た
の
は
１
９
９
１
年
。
し
か
し
そ

れ
以
降
、
人
材
、
技
術
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、

現
地
の
運
輸
通
信
省
で
道
路
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
の

大
橋
岳
さ
ん
は
、
最
初
に
こ
の
国
の
道

路
や
橋
を
見
た
時
、
か
な
り
状
態
が
悪

い
と
感
じ
た
と
い
う
。「
市
内
は
歩
道

付
き
の
道
路
が
碁
盤
目
状
に
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
ソ
連
時
代

に
、
都
市
計
画
に
沿
っ
て
道
路
網
が
計

画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
問
題
は
、
維
持
管
理
体
制
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

　
キ
ル
ギ
ス
の
面
積
は
日
本
の
半
分
。

内
陸
国
の
た
め
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動

の
９
割
以
上
は
陸
路
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
以
上
が
た

ち
、
か
つ
て
造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
悲

鳴
を
上
げ
始
め
て
い
た
。

　
大
橋
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
今
年
５

月
か
ら
現
地
で
活
動
す
る
の
は
田
中
拓

也
専
門
家
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）。
キ

ル
ギ
ス
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
調

査
し
、
現
場
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案

す
る
の
が
彼
の
仕
事
だ
。

　
こ
の
日
は
田
中
専
門
家
の
調
査
に
同

行
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
の
南
北
を
つ
な
ぐ

唯
一
の
国
際
幹
線
道
路「
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・

オ
シ
ュ
道
路
」
に
向
か
っ
た
。
日
本
の

協
力
で
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
だ
。
山

道
に
入
る
と
、
急
な
勾
配
と
カ
ー
ブ
が

続
く
。
日
光
の
い
ろ
は
坂
の
比
で
は
な

い
。手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
な
い
と
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
ほ
ど

だ
。「
冬
に
な
る
と
、
地
吹
雪
※
に
よ

り
こ
の
地
域
だ
け
で
も
毎
年
５
、
６
回

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
」。
そ
う
課

題
を
話
す
の
は
、
こ
の
地
域
を
管
轄
す

る
運
輸
通
信
省
の
事
務
所
の
ベ
ク
ナ
ザ

ー
ル
・
バ
ザ
ラ
イ
エ
フ
所
長
。「
国
民
の

３
分
の
２
は
経
済
的
に
何
ら
か
の
関
わ

り
が
あ
る
重
要
な
道
路
。
職
員
総
出
で

復
旧
作
業
を
し
ま
す
が
、
除
雪
車
も
人

も
足
り
な
い
の
で
す
」。

　
彼
が
言
う
よ
う
に
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・
オ

シ
ュ
道
路
の
最
大
の
難
関
は
冬
だ
。
キ

ル
ギ
ス
の
冬
は
寒
く
、
雪
深
い
。
標
高

が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
雪
崩
や
地
吹

雪
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
十
分
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
道
路
が
雪

で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
雪
崩
防
止
や
風

よ
け
用
の
フ
ェ
ン
ス
は
あ
る
が
、
所
々

壊
れ
た
ま
ま
だ
。

　「
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は
い
つ
造
っ
た
の
で

す
か
？
」

　「
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
除
雪
車
は
何

台
あ
り
ま
す
か
？
」

　
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
当

し
て
22
年
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア

ナ
ル
ベ
ク
・
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
と
現

場
を
回
り
な
が
ら
、
田
中
専
門
家
は
質

問
を
投
げ
掛
け
る
。
こ
の
道
が
封
鎖
さ

れ
る
と
、
南
北
の
物
流
が
完
全
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
何
が
何
で
も
〝
道

路
を
通
す
〞
こ
と
が
彼
ら
の
使
命
な
の

だ
。

　「
ま
だ
キ
ル
ギ
ス
で
冬
を
越
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
話
に
聞
く
と
状
況
は
か

な
り
深
刻
で
す
。
私
も
函
館
出
身
で
す

か
ら
、雪
国
の
大
変
さ
は
分
か
り
ま
す
」

と
田
中
専
門
家
。
日
本
で
さ
え
も
雪
へ

の
対
応
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
だ
と
い
う
。「
何
事
も
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
日
本
人
専
門
家
は
現
場

に
足
を
運
ん
で
見
に
来
て
く
れ
る
の
で

心
強
い
。
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
は
話
し

た
。

　
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
き
た
。

国
内
で
一
番
標
高
が
高
い
ト
ン
ネ
ル

だ
。
入
り
口
に
は
信
号
が
あ
り
、
数
台

の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。「
昔
の
基
準

で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
道
幅
が
狭
く
、

最
近
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
２
台
す
れ
違

う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
」。
国
内
外

で
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
に
携
わ
る
復
建
調

査
設
計
株
式
会
社
の
廣
井
和
也
専
門
家

は
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ト
ン

ネ
ル
が
造
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
と
50
年

も
前
だ
と
い
う
。

　
廣
井
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
ま
ず
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一

新
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
を
増

や
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
は
、
時

間
も
技
術
も
か
か
る
。
今
あ
る
も
の
を

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
、
問
題
に
対
応

し
て
い
け
ば
長
く
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
廣
井
専
門
家
は
話
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め
に
、
株
式
会
社
建

設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
溝
田

祐
造
専
門
家
率
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
現
地
入
り
し
て
い
る
。
彼
ら
が

タ
ッ
グ
を
組
む
の
は
、
運
輸
通
信
省
の

技
術
者
か
ら
選
ば
れ
た
〝
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
〞。
定
期
的
に
各
地
を
回
り

な
が
ら
情
報
収
集
を
し
、
一
つ
一
つ
対

策
を
考
え
、
現
場
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

　
次
の
日
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ

ー
た
ち
と
ビ
シ
ュ
ケ
ク
近
郊
の
橋
の
視

察
へ
。「
こ
こ
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
て

危
な
い
で
す
ね
」。
そ
う
指
摘
す
る
の

は
橋
梁
管
理
を
専
門
と
す
る
北
村
隆
理

専
門
家
（
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）。「
皆
さ
ん
は
こ
れ
を
見
て
、
ど

う
対
処
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」。

北
村
専
門
家
が
そ
う
問
い
掛
け
る
と
、

「
修
理
に
は
お
金
が
か
か
る
。
優
先
順

位
は
低
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
確
か
に
、
全
て
の
橋
を
修
理

し
て
い
て
は
予
算
が
足
り
な
い
。「
こ

の
程
度
の
損
傷
に
な
る
と
、
日
本
で
は

確
実
に
修
理
し
ま
す
。
で
も
こ
こ
は
日

本
で
は
な
い
。
必
要
な
技
術
と
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
最
終
的
に
判
断
す
る

の
は
キ
ル
ギ
ス
の
人
た
ち
で
す
」
と
溝

田
専
門
家
。
南
ス
ー
ダ
ン
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
、
世
界
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
支
援
し
て
き
た
熟
練
の
経
験
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
教
訓
だ
。

　
ト
ン
ネ
ル
も
そ
う
、
橋
も
そ
う
。
キ

ル
ギ
ス
で
は
〝
壊
れ
た
ら
直
す
〞。
日

本
の
よ
う
に
〝
前
も
っ
て
〞
の
防
災
の

意
識
は
乏
し
い
。
し
か
し
何
か
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
日
本
か
ら
来
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
か

ら
そ
れ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
現
地
の

技
術
者
た
ち
は
今
す
べ
き
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。

　
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
道
路
網
は
、
約
３

万
４
０
０
０
キ
ロ
。
約
１
７
０
０
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
５
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
通

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

危
な
い

冬
の
雪
に
耐
え
得
る

強
い
道
路
を
造
る

イ
ン
フ
ラ
の

専
門
家
を
育
て
る

日
本
人
専
門
家
と

共
に
歩
む

特集 中央アジア
開かれた地域へ

っ
て
い
る
。
そ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、

こ
れ
ら
全
て
の
安
全
性
を
維
持
し
て
い

く
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
田
中
専

門
家
ら
の
活
動
を
支
え
る
大
橋
さ
ん

は
、「
私
が
い
た
３
年
間
、
何
度
も
議

論
を
重
ね
て
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
一

つ
一
つ
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
そ
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
奮
闘
を
続
け
て
い
る
田
中
専

門
家
も
「
対
応
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
人
た
ち

と
共
に
国
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
意
気

込
む
。

　
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
、
日
本
と
の
協

力
を
担
当
し
て
き
た
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
局
の
ク
バ
ニ
チ
ベ
ッ
ク
・
マ
マ

エ
フ
局
長
は
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
時

期
だ
と
考
え
て
い
る
。「
何
よ
り
も
、

資
金
確
保
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
。
有

料
道
路
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
私

た
ち
と
一
緒
に
悩
み
、
行
動
し
て
く
れ

る
日
本
人
専
門
家
は
頼
も
し
い
。
彼
ら

か
ら
学
び
な
が
ら
、
キ
ル
ギ
ス
で
も
若

手
の
技
術
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
っ
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
土
木

や
建
築
を
学
ぶ
地
元
の
大
学
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
ん
な
現
場
の
人
た
ち
の
情
熱
が
、

道
路
を
通
じ
て
、
国
と
人
を
つ
な
い
で

い
く
の
だ
。

キルギス南北をつなぐビシュケク・
オシュ道路。険しい山を切り開い
たため、夏は落石、冬は地吹雪や
雪崩などの被害が深刻だ

羊の群れの通過で大渋滞が起こることもある

標高3,000メートル地点に
あるトンネル。物資を運ぶ大
型トラックの通行が多かった

ビシュケク・オシュ道路で現
場を管理する技術者たちと、
道路状況について確認する
田中専門家（左から3人目）
と溝田専門家（左端）

特集 中央アジア
開かれた地域へ

橋桁の下に入り、破損状況について
確認する北村専門家（右）。「彼ら自身
の維持管理方法を見つけてほしい」

Kyrgyz

from
キルギス

現地調査の後は、そこで得た情報をデータベースに落とし込む。
必要な情報にすぐにアクセスできるシステムづくりを進めている

大橋さんの提案を受けて建設されたアスファルト工場。アスファルトは冷めると工事がで
きなくなる。工場を建てることで、周辺地域での作業をスムーズに行えるようになった

溝田専門家（左奥）、廣井専門家（右）らの指導
の下、インフラ整備の維持管理に必要なマニュ
アルをロシア語と英語で作成した

ビシュケク

日本の協力で2011年に整備されたビシュケク近郊の橋。両国の国旗は友好の証しだ

1996年に初めて日本での研修に参加したママエフ局長。
「インフラをうまく機能させるためには法整備も重要だと学
び、帰国後に取り組みを進めました」

ビシュケク・オシュ道路沿いに暮らす
遊牧民の家族。彼らが暮らすユルタ
と呼ばれるテントは、夏の暑さ、冬の
寒さに強い構造だ

国
と
人
を
つ
な
ぐ
道

中
央
ア
ジ
ア
の
内
陸
国
キ
ル
ギ
ス
。

ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
は
陸
路
に
依
存
し
て
い
る
が
、

地
形
や
気
候
条
件
に
阻
ま
れ
、
道
路
事
情
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
の
技
術
が
結
集
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
鈴
木
革（
写
真
家
）

オシュ

※地面に降り積もった雪が強風によって空中に吹き上げられる現象。 August 2014                       0809　                   August 2014
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街
中
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や

狭
い
歩
道
。
も
し
目
が
見
え
な
か
っ
た

り
、足
が
不
自
由
だ
っ
た
り
し
た
ら
…
。

そ
ん
な
想
像
を
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。

　
障
害
者
は
日
々
、さ
ま
ざ
ま
な
〝
壁
〞

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
や
雇
用
の
促
進

を
進
め
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
２
０
０
８
年
か
ら
は
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
が
、
障
害
者
が
直
面
す
る
課

題
を
地
域
ぐ
る
み
で
解
決
で
き
る
よ
う

後
押
し
。
障
害
者
に
対
す
る
理
解
が
少

し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
動
き
を
定
着
さ
せ
る
べ
く
、
２

０
１
１
年
に
は
、
開
発
途
上
国
で
こ
の

分
野
の
支
援
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
大

野
純
子
専
門
家
が
現
地
に
向
か
っ
た
。

そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
、
06
年
に
国

連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
障
害
者
権
利

特集 中央アジア
開かれた地域へ

条
約
」
だ
。
こ
れ
は
、
障
害
者
に
対
す

る
差
別
を
撤
廃
し
、
教
育
や
雇
用
の
機

会
を
公
平
に
得
ら
れ
る
よ
う
促
す
も

の
。
２
０
１
４
年
７
月
現
在
、
日
本
を

は
じ
め
１
４
７
カ
国
が
批
准
し
て
い

る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
も
こ
れ
に
加
わ

れ
ば
、
障
害
者
の
権
利
を
保
障
す
る
法

整
備
が
進
み
、
よ
り
住
み
や
す
い
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
だ
。

　
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け

て
、
ま
ず
は
何
よ
り
も
、
行
政
官
や
市

民
に
障
害
者
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
を
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
大
野
専
門

家
は
、
活
動
休
止
状
態

だ
っ
た
障
害
者
組
織
と

タ
ッ
グ
を
組
も
う
と
考

え
た
。
中
央
ア
ジ
ア
の

国
々
が
一
堂
に
会
し
、

障
害
者
福
祉
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
す
る
会

議
に
、
各
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
と
共
に
参
加
。
他

国
の
取
り
組
み
に
学
び

な
が
ら
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
国
内
で
連
携
を
強

化
で
き
る
よ
う
議
論
を

深
め
、
約
20
の
障
害
者

組
織
か
ら
成
る
評
議
会

が
設
立
さ
れ
た
。早
速
、

障
害
者
権
利
条
約
の
批

に
直
面
し
て
い
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
も
そ
う
。そ
の
数
は
、

人
口
２
８
９
０
万
人
の
う
ち
約
80
万

人
。
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
教
育

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
職
に
就
け

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。

　
そ
ん
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
立
ち

上
が
っ
た
の
が
日
本
だ
。
日
本
で
は
、

障
害
者
自
身
が
結
束
し
て
声
を
上
げ
、

当
事
者
同
士
が
触
れ
合
い

勇
気
を
も
ら
う

障
害
者
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境

歩
ん
で
く
れ
た
日
本
人
専
門
家
の
功
績

は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
障
害
者
運
動

の
歴
史
に
残
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
日

本
の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。

外出する機会があまりなかった
盲ろう者たちと、福田専門家ら
は一緒に市場やスーパーなどを
回った

Uzbekistan

from
ウズベキスタン

2012年、国際会議でウズベキスタン
政府はこれまでの障害者に対する取
り組みを紹介。大野専門家も同行し
発表をサポートした

「学校に行きたい！」と話すアフマ
ラル・ママノヴァちゃんに車いすを
寄贈した大野専門家。アフマラル
ちゃんは元気に通学している

久野研二JICA国際協力専門員（右）の力も借り、障害への理解を深めてもらうための研修の
やり方をウズベキスタンの障害者たちに伝えた

准
を
訴
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る
な

ど
、
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
ろ
う
者
団
体
の
一

人
が
「
盲
ろ
う
者
の
支
援
を
強
化
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。
視
覚
と
聴
覚
の

両
方
に
障
害
が
あ
る
人
た
ち
は
、
周
囲

と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
ず
、
家
の
中
で
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
多
い
。
何
と
か
彼
ら
を
元
気

付
け
た
い
―
。そ
こ
で
大
野
専
門
家
は
、

障
害
当
事
者
で
あ
り
、
国
内
外
で
盲
ろ

う
者
福
祉
の
支
援
の
経
験
を
持
つ
福
田

暁
子
専
門
家
と
村
岡
美
和
専
門
家
に
協

力
を
依
頼
。
２
０
１
３
年
10
月
、
現
地

で
の
研
修
が
始
ま
っ
た
。

　
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
手
に
触
れ
て
手
話
を
読
み
取
っ
た

り
、
手
に
文
字
を
書
い
た
り
す
る
方
法

が
あ
る
。「
当
事
者
同
士
が
触
れ
合
う

と
、
孤
独
感
を
分
か
り
合
え
て
安
心
感

が
生
ま
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
自
然
に
笑

顔
に
な
り
、
力
が
わ
い
て
き
ま
す
」
と

福
田
専
門
家
と
村
岡
専
門
家
。
遠
い
日

本
か
ら
や
っ
て
き
た
〝
仲
間
〞
た
ち
の

経
験
を
聞
き
、
現
地
の
人
た
ち
も
こ
の

方
法
を
試
し
て
み
て
勇
気
を
も
ら
っ
た

よ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
障
害
者
権
利
条

約
の
批
准
に
向
け
た
気
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

フ
ァ
ル
ハ
ッ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
フ
マ
ノ

フ
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
障
害
者
組
織
は

眠
っ
た
状
態
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
共
に

タシケント

障
害
か
ら
、そ
の
先
へ

手を取り合い会話する福田
専門家（左）とウズベキスタ
ンの盲ろう者

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
と
は
い
え
な
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
。

障
害
者
た
ち
が
結
束
し
、
声
を
上
げ
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、

日
本
人
専
門
家
が
奮
闘
し
て
い
る
。
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お
菓
子
、
し
ょ
う
ゆ
、
風
邪
薬
、
シ

ャ
ン
プ
ー
、
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
。
私
た

ち
が
使
う
こ
れ
ら
の
日
用
品
に
は
、
あ

る
共
通
の
成
分
が
よ
く
含
ま
れ
て
い

る
。
甘
味
成
分
や
鎮
痛
・
解
毒
作
用
、

保
湿
効
果
な
ど
が
あ
る
グ
リ
チ
ル
リ
チ

ン
酸
だ
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
生
み
出
す
唯
一
の
植

物
が
薬
草
の
一
種
で
あ
る
「
甘
草
」。

マ
メ
科
の
多
年
草
で
高
さ
は
約
40
セ
ン

チ
〜
2
メ
ー
ト
ル
、
四
方
に
１
〜
２
メ

ー
ト
ル
の
根
を
張
っ
て
生
え
る
。
こ
の

根
に
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
酸
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
だ
。

　
そ
の
甘
草
か
ら
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
酸

を
抽
出
し
、
原
料
と
し
て
粉
末
状
に
精

製
し
て
国
内
外
の
企
業
に
販
売
し
て
い

る
の
が
宏
輝
株
式
会
社
だ
。
１
９
５
３

年
に
創
業
し
、
現
在
、
甘
草
か
ら
抽
出

す
る
医
薬
品
向
け
原
料
で
は
日
本
最
大

の
出
荷
量
を
誇
る
。

　
し
か
し
近
年
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
あ

る
不
安
要
素
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
甘
草
の
主
な
生
育
地
で

あ
る
中
国
か
ら
日
本
に
輸
入
し
て
加
工

し
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
成
長
に
伴
い

中
国
国
内
の
需
要
が
増
加
し
、
甘
草
の

乱
獲
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
」
と
同
社

の
伊
藤
眞
取
締
役
は
話
す
。

　
し
か
も
、
甘
草
は
ち
ょ
っ
と
特
殊
な

植
物
。
乾
燥
地
帯
で
一
定
の
間
に
多
く

の
水
分
を
吸
収
で
き
る
場
所
、つ
ま
り
、

川
が
よ
く
氾
濫
す
る
場
所
に
生
育
す
る

こ
と
が
多
く
、
他
の
植
物
の
よ
う
に
人

工
栽
培
が
難
し
い
の
だ
。
そ
こ
で
宏
輝

は
２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
、
輸
入
量
を

確
保
す
る
た
め
に
新
た
な
生
育
地
を
探

し
始
め
た
。

　
ま
ず
は
、
地
球
の
衛
星
画
像
を
閲
覧

で
き
る
ソ
フ
ト
「Google Earth

」
を

使
い
な
が
ら
、
甘
草
が
生
え
て
い
そ
う

な
場
所
を
探
索
し
た
。
す
る
と
、
中
央

ア
ジ
ア
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
に
川
が
蛇
行

し
て
い
て
氾
濫
し
や
す
そ
う
な
地
域
が

見
つ
か
っ
た
。「
こ
こ
し
か
な
い
！
」。
早

速
、
社
員
が
現
地
に
飛
ん
だ
。
首
都
ド

ゥ
シ
ャ
ン
ベ
か
ら
南
へ
で
こ
ぼ
こ
道
を

進
む
こ
と
約
４
時
間
。
ハ
ト
ロ
ン
州
に

到
着
す
る
と
、
目
の
前
に
は
大
平
原
が

広
が
り
、
川
沿
い
に
は
ぎ
っ
し
り
と
甘

草
が
自
生
し
て
い
た
。

大
地
に
眠
る
宝
の
山

日
用
品
に
欠
か
せ
な
い

薬
草

　
２
つ
の
農
家
グ

ル
ー
プ
は
、
わ
ず
か

４
カ
月
で
６
万
７
０

０
０
キ
ロ
を
採
取
。

甘
草
の
根
を
宏
輝
が

買
い
取
り
、
平
均
月

収
は
一
気
に
約
３
倍

に
増
え
た
。
農
家
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
サ
マ
ド
フ
・
シ
ョ

イ
ル
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
冬
の
間
は
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、甘
草
の
採
取
で
収
入
を
得
ら
れ
、

日
用
品
の
購
入
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
さ
ら
に
宏
輝
は
農
家
の
人
た
ち
と
新

た
な
挑
戦
を
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
難
し

い
と
さ
れ
て
き
た
甘
草
の
人
工
栽
培

だ
。
実
は
宏
輝
は
、
か
つ
て
甘
草
の
栽

培
に
挑
ん
だ
旧
ソ
連
の
文
献
を
入
手

し
て
研
究
を
重
ね
、
約
５
年
前
か
ら
三

重
県
に
あ
る
研
究
施
設
で
試
験
栽
培

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
回
、

と
う
と
う
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
大
地
で
そ

れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
工

場
の
近
く
に
苗
床
を
設
け
、
甘
草
の
根

を
一
定
の
長
さ
に
切
っ
て
ポ
ッ
ト
に
入

れ
て
発
芽
さ
せ
る
。
半
年
後
、
ポ
ッ
ト

に
根
付
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
土
壌
に
移

植
し
、
育
て
て
い
る
。

　
今
後
、
甘
草
の
人
工
栽
培
に
よ
る
採

取
量
が
増
え
れ
ば
、
農
家
の
暮
ら
し
は

も
っ
と
豊
か
に
な
る
は
ず
。
宏
輝
と
農

家
は
よ
り
良
い
生
活
を
目
指
し
て
、
二

人
三
脚
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

現地に建設した宏輝の工場。甘
草の根からグリチルリチン酸を抽
出し、加工品を日本へ出荷する

農家の女性たちも大活躍。甘草の人工栽培に向け、根をポットに入れていく

ポットに根付いた甘草を土
壌に移植。数年後には採取
できる見通しだ

人工栽培用のポットは苗床に集め、常に
水分を吸収できるよう水を張っておく

薬
草
ビ
ジ
ネ
ス
で
新
た
な
道
を
開
く

Tajikistan

from
タジキスタン

　
宏
輝
は
ハ
ト
ロ
ン
州
を
新
た
な
供
給

源
に
す
べ
く
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
政
府
と

交
渉
を
開
始
。土
地
の
利
用
権
を
得
て
、

２
０
１
０
年
、
現
地
に
甘
草
の
加
工
工

場
を
建
設
し
た
。

　
あ
と
は
、
い
か
に
甘
草
を
採
取
す
る

か
。
宏
輝
に
は
あ
る
計
画
が
あ
っ
た
。

「
地
元
の
農
家
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て

小
麦
や
綿
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

冬
に
な
る
と
農
業
が
で
き
ず
収
入
が
な

い
。
甘
草
の
採
取
が
、
冬
の
収
入
源
に

な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
」と
伊
藤
さ
ん
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
で
宏
輝
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ

ジ
ネ
ス
※
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
は
農
家
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る

た
め
、
説
明
会
を
開
く
こ
と
に
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
約
20
人
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
成
る
２
つ
の
農
家
グ
ル
ー
プ
。
そ
こ

で
は
、
そ
も
そ
も
甘
草
と
は
何
か
か
ら

説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
農
家
の
人
た
ち
に
と
っ
て
甘
草
は

た
だ
の
雑
草
。
根
が
し
っ
か
り
張
っ
て

い
る
の
で
、
農
地
を
耕
す
時
に
は
む
し

ろ
邪
魔
な
存
在
だ
っ
た
。
そ
れ
が
貴
重

な
収
入
源
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
と
、

そ
の
瞬
間
か
ら
彼
ら
の
目
が
輝
き
始
め

た
。

　
そ
う
な
れ
ば
話
は
早
い
。
耕
運
機
や

ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
い
、
ど
の
や
り
方

が
最
も
効
率
よ
く
甘
草
を
採
取
で
き
る

か
を
農
家
と
話
し
合
い
、
２
０
１
３
年

の
冬
か
ら
、
本
格
的
に
作
業
が
始
ま
っ

た
。

特集 中央アジア
開かれた地域へ ドゥシャンベ

ハトロン州

＜地図＞
タジキスタン（ドゥシェンベ、ハトロン州）

か
ん
ぞ
う

※年間3,000ドル以下で暮らす貧困
層（Base Of the Pyramid）を対象に
したビジネス。

医
薬
品
や
化
粧
品
、
食
料
品
の
原
料
と
し
て
、
甘
草
を
活
用
し
て
き
た
宏
輝
株
式
会
社
。

新
た
な
生
育
地
と
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
だ
。

農家グループに甘草の根の採取方法を伝える宏輝社員のムニス・カリムゾダさん。枯渇しないように、全部を引き抜かず、一定の長さだけ切り取るなどの工夫を指導する
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特集 中央アジア
開かれた地域へ

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
。

ど
ん
な
人
々
が
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

そ
の
国
に
住
む
日
本
人
に
教
え
て
も
ら
お
う
！

中
央
ア
ジ
ア
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

増島繁延さん

カザフスタン日本人材開発センターアスタナ分室
日本語常勤講師

　

キルギスの男性たちに欠かせないアイテムの一つが、
“カルパック”と呼ばれる帽子です。フェルトでできているので、
冬は暖かく、とんがった形で頭頂部に空洞ができるため通気性がよく、夏は快適。乾燥したキ
ルギスでは冬は寒く、夏は強烈な日差しが降り注ぐので、この土地の気候に適応した形にな
ったのかもしれません。
民族衣装として愛され、なんとカルパックの形をモチーフにしたバス停もあるぐらい
です。お祝い事など伝統的なイベントのときにはもちろん、おじいさんも若者
も普段からよくかぶっています。スーツ姿にカルパックをかぶったビジネスマ

ンは、いかにもキルギスらしいですね。

豪快な肉料理！

三宅由雅子さん

JICAウズベキスタン事務所
企画調査員

ウズベキスタン人の性格を一言で表すなら、まじめ。何をす
るにも、納得するまでとことん自分で考え、一度決めたら必ずやり遂げます。一緒

に働いているJICA事務所の現地スタッフも、打ち合わせで納得できないことがあれば、
「なぜ？」「これはどういう意味？」と、質問攻めです。
　みんな親切で温厚で、いつも心が温かくなる言葉をかけてくれます。私が忙しくて余裕がな
いときに「松ぼっくりが落ちていたからあげる」とさりげなく元気づけてくれたり、誕生日にそ
っと机にプレゼントを置いてくれたりと、常に仲間のことを思い、困っていると手を差し
伸べてくれるのです。生活面でも、クリーニング屋さんに服を出しに行くときなど、ど
んな小さなことでもロシア語が苦手な私をサポートしてくれます。
　　面倒見が良く世話好きで、家族のように接してくれる。これこそ、典型
的なウズベキスタン人。イスラム教徒が多い国ですが、日本人がなじ

みやすく、どこかほっとする国です。

カザフスタン
といえば

必需品の
カルパック！

キルギス
といえば

　

トルクメニスタンといえばガス、ガスといえばトルクメニスタン。それほど、この国は
天然ガスが豊富です。それを象徴するのは、首都アシガバット。街中に立ち並ぶ建物には
大理石の外壁材が使われることが多く、白で統一されています。どこもかしこも形も高さも似た
建物ばかりで、初めて来た人は方向感覚を失うこともよくあります。
　でも、この真っ白な街並みががらりと変わるのが日没後。赤、青、黄…まるで信号の
ように、色を変化させる極彩色の派手なネオンで彩られるのです。省エネもなんの
その、明け方まで惜しげもなく煌々と輝く街の明かりを見ると、この国のエネ
ルギー資源の力を感じざるを得ません。

カラフルな首都！

トルクメニスタン
といえば

　

タジキスタンには、日本人が大好きなものがあります。それは
温泉。と言っても、この国の人々に普段、湯船に入る文化があるわけではありま

せん。古くから湯治場として使われ、主に皮膚の病気を抱えた人やお年寄りが行くところ。
今でも若者はあまり行かないようです。
　東部のゴルノバダフシャン自治州のガルムチャシュマ温泉は、人気スポットの一つ。この数
年開発が進み、海外からの観光客も多く訪れるようになりました。源泉が鍾乳洞のよう
な形になっていて、お湯はなんとも鮮やかな青色をしてい
ます。最近ではこうした温泉の周囲にホテルや保養
所が建設され、中には1泊300ドルという高級ホテル

もあります。温泉で観光開発とは、なんだか
日本と似ていますね。

青い温泉！

タジキスタン
といえば

ウズベキスタン
といえば

まじめで温かい国民性！

原口明久さん
JICA専門家

梅野明恵さん
JICA専門家

長尾広視さん
在トルクメニスタン日本大使館　専門調査員

　

「この世で2番目に肉をたくさん食べるのはカザフスタン人だ
よ。1番は誰かって？そりゃオオカミだよ」。この国の伝統料理“ベスバルマック”

が目の前に置かれると、よくこんな笑い話で盛り上がります。“5本の指”という意味の
この料理は、羊や牛、馬の骨付き肉を塩ゆでにしたシンプルなもの。食卓にドンと出てき
たら、5本の指で豪快にわしづかみにして食べることから、この名前がついています。
どの家庭でも客をもてなすときのメーンディッシュはこれ。家畜の年齢、オスかメス
か、太っているかやせているか、ゆで方はどうか、どの部位にするかなど、みんな

　　　　　　　　　　　　　かなりのこだわりがあります。遊牧民をルー
　　　　　　　　　　　ツに持つカザフスタン人は、一期一会の出
　　　　　　　　　　会いを大切にします。そのおもて　　　
　　　　　　 　  なしの心が表れた一品です。



　
今
年
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製

糸
場
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
明
治
以
降
の

日
本
の
発
展
を
支
え
た
養
蚕
業
に
つ
い
て
知

っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世

界
一
の
養
蚕
王
国
と
し
て
、
高
品
質
な
生
糸

を
輸
出
し
て
い
た
日
本
。
し
か
し
昭
和
に
入

り
、
外
国
産
の
安
い
生
糸
、
合
成
繊
維
の
台

頭
な
ど
で
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
、
今
も
な
お
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
し

て
栄
え
た
地
域
を
中
心
に
、
養
蚕
の
文
化
は

生
き
続
け
て
い
る
。
特
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

は
、
中
国
、
イ
ン
ド
に
続
き
、
繭
の
生
産
量

は
世
界
第
３
位
だ
。
し
か
し
旧
ソ
連
崩
壊
後

は
技
術
革
新
が
進
ま
ず
、
生
産
量
も
質
も
下

が
る
一
方
だ
っ
た
。

　
日
本
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
養
蚕
業
の
技
術

を
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
伝
え
、
受
け
継
い
で

い
き
た
い
―
。
そ
ん
な
思
い
で
立
ち
上
が
っ

た
の
が
、
蚕
の
試
験
場
と
農
学
校
が
統
合
し

て
設
立
さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
東
京
農
工
大

学
だ
。
こ
の
大
学
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
蚕
の

品
種
の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
普
後
一
名
誉

教
授
は
、20
年
以
上
前
か
ら
、中
国
や
イ
ン
ド
、

そ
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
て
い
た
。

そ
の
縁
が
つ
な
が
り
、
２
０
０
９
年
か
ら
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
養

蚕
業
の
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
活
動
場
所
の
一
つ
は
、
養
蚕
が
最
も
盛
ん
な

東
部
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
。
農
家
の
技
術
も
高
く
、

確
実
に
成
果
を
残
せ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

も
う
一
つ
は
、
最
も
気
候
が
厳
し
い
西
部
の

ウ
ル
ゲ
ン
チ
。
こ
こ
で
養
蚕
が
成
功
す
れ
ば
、

他
の
地
域
で
も
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
多
く
の
農
家
が
副
業

と
し
て
養
蚕
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
基

本
的
な
飼
育
方
法
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
普
後
教
授
ら
が
農
家
を
回
っ
て
み
る
と
、

繭
は
色
が
く
す
み
、
光
沢
も
足
り
な
い
。
聞

い
て
み
る
と
、
使
用
し
て
い
る
の
は
中
国
か

ら
輸
入
し
た
低
品
質
の
蚕
の
卵
。
飼
育
方
法

に
も
改
善
す
べ
き
点
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
品
質
が
良
い
生
糸
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
養
蚕
業
は
農
家
の
生
計
向
上
に
役
立
つ

は
ず
。
そ
こ
で
普
後
教
授
ら
は
日
本
か
ら
高

品
質
な
蚕
を
持
ち
込
み
、
飼
育
方
法
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
蚕
の
餌
と
な
る
ク
ワ
の
葉
。
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
年
中
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

採
っ
て
き
た
葉
を
置
い
て
お
く
と
ぱ
さ
ぱ
さ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
水
で
湿
ら
せ

た
り
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
た
り
し
て
管
理
し
、

蚕
が
幼
い
時
は
食
べ
や
す
い
よ
う
に
葉
を
細

か
く
切
っ
て
与
え
る
こ
と
を
提
案
。
ま
た
飼

育
箱
に
網
を
敷
く
こ
と
で
、
ふ
ん
を
下
に
落

と
し
て
清
潔
さ
を
保
つ
と
と
も
に
、
作
業
を

効
率
化
す
る
た
め
網
ご
と
蚕
を
一
気
に
移
動

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
ん
な
小
さ
な
工
夫

を
一
つ
一
つ
指
導
し
て
い
っ
た
。

　「
最
初
は
〝
何
だ
こ
の
日
本
人
は
〞
と
警
戒

す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
別
の
農
家
で
成
果

が
出
る
と
、
自
分
も
や
り
た
い
と
言
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
普
後
教
授
。

繭
の
品
質
が
上
が
っ
た
こ
と
で
、
収
入
も
２

割
ほ
ど
増
え
た
。「
絹
で
人
工
血
管
を
作
る
技

術
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
養
蚕
業
は
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
発
展
さ
せ
る
意
義
が
あ
る

の
で
す
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　
東
京
農
工
大
学
の
取
り
組
み
に
は
、
も
う

一
つ
目
標
が
あ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、

養
蚕
は
女
性
の
仕
事
。
付
加
価
値
を
付
け
て

現
金
収
入
を
増
や
し
、
女
性
の
自
立
に
つ
な

げ
た
い
―
。
ア
ラ
ル
海
の
研
究
な
ど
で
20
年

以
上
、
中
央
ア
ジ
ア
に
携
わ
っ
て
き
た
川
端

良
子
准
教
授
が
目
を
付
け
た
の
は
、
こ
の
地

域
に
伝
わ
る
ア
ト
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
絹
織
物

だ
。

　「
日
本
に
は
な
い
色
合
い
は
、
吸
い
込
ま
れ

そ
う
な
美
し
さ
で
す
。
今
は
伝
統
衣
装
に
使

品
質
を
高
め
る
小
さ
な
工
夫

農
家
を
支
え
る
新
し
い
光

消
え
ゆ
く
日
本
の
伝
統
産
業
を

後
世
に

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ポ
ー
チ
や
シ
ュ
シ
ュ
、

コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
商
品
作
り
を
始
め
ま
し

た
」。
農
家
の
女
性
た
ち
に
作
り
方
を
伝
え
る

講
習
会
の
開
催
、
新
し
い
商
品
の
開
発
、
販

路
開
拓
な
ど
に
奮
闘
し
て
い
る
。
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
観
光
地
ヒ
ヴ
ァ
に
販
売
店
を

オ
ー
プ
ン
し
、
日
本
で
も
成
田
国
際
空
港
や

関
西
国
際
空
港
で
の
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
共
に
進
め
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ー
マ
ン
協
会
の
ケ

ン
ジ
ャ
エ
バ
・
グ
ル
ノ
ー
ザ
さ
ん
は
、「
自
分

た
ち
の
力
で
新
し
い
商
品
を
生
み
出
し
、
販

売
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
東
京
農
工

大
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
人
生
が
変
わ
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
質
の
高
い
繭
を
作
り
、
絹
織
物
に
付
加
価

値
を
付
け
て
商
品
に
変
え
る
。
日
本
の
技
術

を
受
け
継
ぎ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
養
蚕
業

は
も
っ
と
輝
い
て
い
く
は
ず
だ
。

飼育指導を担当した大澤光男客員教授
（右端）と共に繭を収穫する農家の人々

多くの観光客が訪れるヒヴァの旧市街
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

蚕を育て、繭を取り、絹を生み出す。
日本の養蚕業の人づくりに取り組んできた国立大学法人東京農工大学が

そのノウハウを携えて渡った先はウズベキスタンだ。アトラスを使った商品の販売店に看板を取り付ける川端准教授（右）

アトラスを手に取る普後教授。ヨーロッパ
などでこのカラフルなデザインが人気を集
めており、加工すれば価値を上げられる

現地にある物を使って作業を効率化
しようと、繭を作らせる場所として紙製
の卵ケースを活用

ウズベキスタン
タシケント

フェルガナ

ウルゲンチ

日本の養蚕技術、海を渡る

東京農工大学国立大学法人

ふ   

ご 

は
じ
め

アトラスを使って農家の女性たちが作った商品には、日本で
募集したアイデアが生かされている
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新
千
歳
空
港
か
ら
１
両
の
ロ
ー
カ
ル
列
車

に
乗
り
込
ん
で
し
ば
ら
く
走
る
と
、
車
窓
に

広
大
な
農
地
が
広
が
っ
た
。
約
２
時
間
か
け

て
た
ど
り
着
い
た
の
は
夕
張
市
だ
。

　
街
を
歩
く
と
、
所
々
に
空
き
家
が
あ
る
の

が
目
に
付
い
た
。
夕
張
市
は
か
つ
て
、
20
以

上
の
炭
鉱
を
抱
え
た
日
本
で
も
有
数
の
石
炭

の
産
地
だ
っ
た
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を

支
え
、
ピ
ー
ク
時
に
は
炭
鉱
の
労
働
者
や
そ

の
家
族
で
約
12
万
人
も
の
人
々
が
暮
ら
し
た

産
業
都
市
だ
。
し
か
し
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
転
換
し
た
こ
と
か

ら
、
１
９
９
０
年
、
約
１
０
０
年
続
い
た
夕

張
の
石
炭
産
業
は
幕
を
閉
じ
た
。

　「
私
の
国
に
も
産
業
を
炭
鉱
に
依
存
し
て

い
る
街
が
あ
り
、
夕
張
市
の
取
り
組
み
に
興

味
が
あ
り
ま
す
」。
そ
う
話
し
た
の
は
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
の
ト
ゥ
ル
ス
ン
ザ
デ
市
上
級
法

律
官
の
フ
ド
ヨ
ロ
フ
・
フ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
さ
ん
。

７
月
上
旬
、
北
海
道
の
地
域
開
発
を
学
ぶ
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
の
一
環
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の

研
修
員
た
ち
が
夕
張
市
を
訪
れ
て
い
た
。

　
夕
張
市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室
の
押
野
見
正

浩
さ
ん
は
、「 〝
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
〞
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
ホ
テ
ル
や
ス
キ
ー
場
な
ど
の
観

光
施
設
に
投
資
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
そ
れ

が
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
一
因
と
な
り
、
２

０
０
７
年
に
財
政
破
綻
し
ま
し
た
」
と
説
明

す
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
に
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
３
５
３
億
円
。
水
道
や
福

祉
、
医
療
な
ど
、
最
低
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

以
外
は
予
算
が
激
減
し
、
２
０
１
３
年
に
は

　
そ
の
現
状
を
聞
い
た
研
修
員
た
ち
は
、「
夕

張
に
は
豊
富
な
石
炭
が
眠
っ
て
い
る
。
資
源

を
活
用
し
て
化
学
製
品
を
作
っ
て
は
ど
う

か
」「
夕
張
の
自
然
の
豊
か
さ
に
感
動
し
た
。

こ
こ
に
日
本
の
伝
統
的
な
家
屋
が
並
ん
で
い

た
ら
、
観
光
客
の
目
を
引
く
の
で
は
な
い
か
」

と
、
次
か
ら
次
へ
と
意
見
が
上
が
っ
た
。
押

野
見
さ
ん
は
「
実
際
に
夕
張
を
見
て
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
私
た
ち
と
は
違
っ
た
視
点

か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
は
夕
張
市
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
す
」

と
話
す
。

　
夕
張
市
の
活
性
化
に
向
け
て
、
市
民
も
動

き
出
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み

が
、
夕
張
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画

祭
だ
。
90
年
か
ら
市
が
運
営
し
て
い
た
が
、

財
政
破
綻
で
存
続
の
危
機
に
。〝
映
画
の
街
〞

を
守
り
た
い
と
市
民
の
手
で
続
け
ら
れ
、
今

年
２
月
で
24
回
目
を
迎
え
た
。

　「
な
ぜ
夕
張
で
映
画
祭
な
の
か
、
不
思
議

に
思
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
そ
う
研
修
員
に
問
い
掛
け
た
の
は
、
夕
張

市
民
で
映
画
祭
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る

澤
田
直
矢
さ
ん
。
炭
鉱
が
栄
え
た
最
盛
期
、

市
内
に
は
な
ん
と
17
も
の
映
画
館
が
あ
っ

た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
こ
の
映
画
祭

は
、
国
内
外
の
多
彩
な
作
品
を
上
映
し
、
今

年
は
１
万
４
０
０
０
人
が
来
場
。「『
キ
ル
・

ビ
ル
』
で
有
名
な
ク
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
タ
ラ

ン
テ
ィ
ー
ノ
監
督
な
ど
、
こ
の
映
画
祭
で
の

上
映
を
き
っ
か
け
に
世
界
的
に
評
価
さ
れ
た

監
督
も
多
い
。
映
画
界
の
人
材
を
発
掘
す
る

場
と
し
て
継
続
し
、
夕
張
の
名
前
を
世
界
に

広
め
る
き
っ
か
け
に
も
し
た
い
」
と
語
る
。

　
ア
ル
メ
ニ
ア
経
済
省
の
ゲ
ヴ
ォ
ル
ギ
ャ

ン
・
コ
リ
オ
ン
さ
ん
は
、「
夕
張
の
よ
う
に

新
し
い
産
業
や
市
場
開
拓
に
目
を
向
け
て
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
性
を
実
感
し

ま
し
た
」
と
話
す
。
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
に

は
共
通
の
課
題
が
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
地
域

振
興
に
携
わ
る
行
政
官
同
士
が
集
ま
る
機
会

は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
そ
う
。「
お
互
い
の
成
功

例
や
失
敗
例
を
共
有
で
き
れ
ば
、
効
率
的
に

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
は

ず
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

事
に
し
た
い
」。
研
修
員
た
ち
は
そ
う
口
を

そ
ろ
え
た
。

　
夕
張
市
の
経
験
を
、
中
央
ア
ジ
ア
の
地
域

づ
く
り
に
生
か
す―

。
地
域
振
興
に
奮
闘
す

る
夕
張
市
で
の
学
び
が
、
新
し
い
未
来
を
つ

か
む
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

過
去
を
乗
り
越
え
て

新
た
な
一
歩
を

課
題
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て

手
を
取
り
合
う

面積763.20㎢。人口約9,970人。
気温差が大きい気候を活用して作る
夕張メロンは、全国的な知名度を誇
る。炭鉱の街として日本の高度経済
成長を支えたが、閉山により人口が激
減し、2007年に財政再生団体に。海
外からの視察受け入れなどを通じて外
からの意見も取り入れながら、地域活
性化の道を模索している。

北海道夕張市

夕張市内の石炭博物館を視察する中央アジアの研修員たち。炭鉱の歴史を貴重な観光資源として活用している

かつて炭鉱の街として隆盛を誇った北海道夕張市。
現在は観光や農業など、新たな産業振興の道を模索している。
その経験を共有し、新しい地域開発の手法を探るため

中央アジアから研修員が訪れた。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

40

人
口
が
１
万
人
を
切
っ
た
。

　
も
う
一
度
、
夕
張
市
を
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

街
に
し
た
い―

。
今
年
か
ら
は
、
全
国
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
有
名
な
夕
張
メ
ロ
ン
を
台
湾
と

香
港
に
輸
出
し
始
め
、
夕
張
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

と
し
て
人
気
の
〝
メ
ロ
ン
熊
〞
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
全
国
に
向
け
て
も
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
元
東
京
都
職
員
の
鈴
木
直
道
市
長

自
ら
が
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、
製
薬
メ
ー

カ
ー
な
ど
、
東
京
や
横
浜
な
ど
の
企
業
が
少

し
ず
つ
進
出
を
始
め
て
い
る
。
新
千
歳
空
港

や
苫
小
牧
港
、
県
庁
所
在
地
の
札
幌
に
も
車

で
約
１
時
間
と
い
う
立
地
が
魅
力
だ
。

夕 張  市

今年2月に開催された夕張国際ファンタスティック映画祭の様子。市内の8カ所で作品
を上映した

夕張市役所を訪問した際は、石炭採掘時のメタンガスを発電に利用できないかといっ
た石炭の可能性についての質問も上がった

映画祭プロデューサー
の澤田さん。有名な映
画の看板を設置するな
ど、映画を生かしたまち
づくりに奔走中

産業都市の 過去から学ぶ

石炭博物館では、日本で唯一、実物の坑道や採掘現場を
見学できる

［  北海道  ］

夕張市
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し
た
。
病
院
や
学
校
な
ど
で
開
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
音
楽
を

通
じ
て
心
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
現
地
の
人
々

の
声
を
聞
き
、
そ
の
う
れ
し
そ
う
な
表
情
が
目
に
焼
き
付
い
た
。

大
学
時
代
に
は
世
界
各
国
を
旅
し
、
卒
業
後
は
旅
行
会
社
に
就

職
。
修
学
旅
行
の
ア
レ
ン
ジ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
は
同
じ
よ
う
な
コ
ー
ス
を
回
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
新

た
な
宿
泊
先
や
訪
問
先
を
探
し
出
し
、
提
案
し
た
。「
学
生
さ
ん

た
ち
が
観
光
地
で
楽
し
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
す
る
様
子
を
見
る
の

が
や
り
が
い
で
し
た
」。

そ
し
て
入
社
５
年
目
、
会
社
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
職
制
度
が
で

き
た
こ
と
を
知
る
。
協
力
隊
の
活
動
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
馬
屋

原
さ
ん
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い
と
上
司
を
説
得
し
て
応

募
し
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
の
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
に
本
部
を
構
え
る
国
内
最
大
規

模
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、Ｃ
Ｂ
Ｔ（Com

m
unity Based Tourism

）
協
会
で

活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
馬
屋
原
さ
ん
。
国
内
に
15
の
支
所
を
持

ち
、
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

観
光
業
を
促
進
し
て
い
る
組
織
だ
。
馬
屋
原
さ
ん
は
観
光
客
に
と

っ
て
何
が
足
り
な
い
か
、
自
分
の
身
で
体
感
す
る
た
め
に
１
カ
月

間
国
内
を
回
っ
た
。

　
世
界
遺
産
で
あ
る
遺
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
透
明
度
の
高
さ
が
魅
力

の
イ
シ
ク
ク
ル
湖
、
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
大
草
原

な
ど
、
美
し
い
自
然
も
魅
力
の
キ
ル
ギ
ス
。
そ
ん
な
観
光
資
源
の

多
さ
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
あ
る
課
題
に
気
が
付
い
た
。「
街

中
の
標
識
や
交
通
機
関
の
表
示
は
全
て
キ
ル
ギ
ス
語
。
バ
ス
に
乗

っ
て
も
行
き
先
が
分
か
ら
ず
、
路
線
図
も
な
い
の
で
、
バ
ス
停
が

ど
こ
な
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
こ
れ
で
は
、
観
光
客
は
移
動
に
困
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
馬
屋

原
さ
ん
は
、
地
図
上
に
バ
ス
停
と
順
路
を
示
し
た
路
線
図
を
作
ろ

戦
地
で
開
い
た
コ
ン
サ
ー
ト

う
と
考
え
た
。
ま
ず
は
ビ
シ
ュ
ケ
ク
市
内
の
バ
ス
停
の
位
置
を
調

べ
、
路
線
図
の
デ
ザ
イ
ン
を
地
元
企
業
に
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、「
そ
も
そ
も
地
図
が
な
い
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は

難
し
い
」
と
企
業
側
。
旧
ソ
連
時
代
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
地
図
は
軍

事
機
密
と
し
て
扱
わ
れ
、
市
民
が
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
現
在
も
入
手
が
困
難
で
、
ど
れ
だ
け
企
業
を
回
っ
て
も
、
回

答
は
同
じ
だ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
観
光
業
で
地
図
が
い
か
に

重
要
か
、
数
々
の
旅
行
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
き
た
馬
屋
原
さ
ん
に
は

痛
い
ほ
ど
分
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
行
き
先
を
調
べ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
道
に
迷
っ
た
時
も
地
図
さ
え
あ
れ
ば
地
元
の
人
に
聞
け
る
。

「〝
地
図
は
ど
う
な
っ
た
？
〞と
気
に
掛
け
て
く
れ
る
同
僚
も
い
て
、

途
中
で
投
げ
出
し
た
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。
同
僚
と
手
分
け

し
て
企
業
回
り
を
続
け
た
。

　
そ
し
て
半
年
後
、
つ
い
に
そ
の
努
力
が
実
る
。
地
図
を
持
ち
、

そ
れ
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ
る
企
業
を
見
つ
け
た
の
だ
。
こ

こ
か
ら
路
線
図
の
作
成
は
一
気
に
進
ん
だ
。
地
図
上
に
バ
ス
停
を

表
示
し
、
路
線
ご
と
に
順
路
を
色
分
け
。
外
国
人
向
け
に
英
語
の

表
記
も
加
え
た
。

　
完
成
し
た
路
線
図
は
好
評
だ
。
各
バ
ス
会
社
に
配
布
し
て
車
内

に
掲
示
し
て
も
ら
い
、Ｃ
Ｂ
Ｔ
協
会
の
各
支
店
に
も
貼
り
出
し
た
。

「
観
光
客
が
路
線
図
を
見
な
が
ら
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
話
し
合
っ

て
い
る
様
子
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
馬
屋
原
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
協
会
の
ア
ス
ル
ベ
ッ
ク
・
ラ
ジ
エ
ブ
さ
ん
は
「
ア
イ
さ

ん
が
キ
ル
ギ
ス
の
観
光
情
報
を
日
本
の
地
方
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
く
れ
た
た
め
、
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
日
本

人
が
増
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
活
動
期
間
は
残
り
半
年
。「
世
界
的
に
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
国
。

も
っ
と
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
た
い
」
と
、
馬
屋
原
さ
ん
は

新
た
な
観
光
地
の
開
拓
も
始
め
て
い
る
。
キ
ル
ギ
ス
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
、
彼
女
の
挑
戦
は
続
く
。

２
０
１
４
年
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
中

国
と
中
央
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
交
易
路
に
点
在
す
る
都
市
や
寺
院
な
ど

33
の
遺
跡
が
対
象
と
な
り
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
３
つ
の
遺
跡
が
世
界

遺
産
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
よ
り
多
く
の
人

に
キ
ル
ギ
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
奮
闘
し
て
い
る
日
本
人

が
い
る
。
青
年
海
外
協
力
隊
の
馬
屋
原
愛
さ
ん
だ
。

国
際
協
力
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
２
年
生
の
時
。
地
元
の

合
唱
団
に
所
属
し
て
い
た
馬
屋
原
さ
ん
は
、
東
欧
の
セ
ル
ビ
ア
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
す
る
た
め
に
現
地
へ
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

紛
争
の
終
結
直
後
で
、
街
中
に
残
る
空
爆
の
痕
を
目
の
当
た
り
に

1983年神奈川県出身。大学卒
業後、近畿日本ツーリスト株式会
社に就職。2013年1月から現職
参加制度を活用し、青年海外協
力隊（観光業）としてキルギスで
活動中。

PROFILE

a.馬屋原さんたちが作成した路線図。街の地図にバス停や順路、観光スポットなどを載せた
b.イシククル湖南岸の村で鷹狩りショーを企画。CBT協会の職員と準備をする馬屋原さん
c.CBT協会の職員が集まった勉強会。キルギスではポイ捨てが多いため、ごみ問題で世界遺産登録が危ぶまれた富士山の事例を紹介した
d.標高3,000メートルに広がる大草原とソンクル湖。乗馬体験もでき、観光地として人気だ

JICA 
Volunteer  

Story

b a

MAYAHARA
Ai

「
観
光
客
に
キ
ル
ギ
ス
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

世
界
遺
産
や
手
付
か
ず
の
自
然
が
魅
力
の
キ
ル
ギ
ス
。

馬
屋
原
愛
さ
ん
は
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

バ
ス
の
路
線
図
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

観
光
客
と
し
て

感
じ
た
課
題
を
克
服

キルギス北東部のタムチ村で、観光案内の資料作成に必要な情報を得る
ため、地元のゲストハウスのオーナーらと話し合う馬屋原さん（左から2人目）

d

c

August 2014                       2223　                   August 2014

馬
屋
原
　
愛

�
青
年
海
外
協
力
隊 

現
職
参
加
�

キルギス
ビシュケク



ア
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
に
位

置
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
支
所
の
草

間
佑
子
さ
ん
は
、現
地
の
人
た
ち
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
学
１
年
生
の
時
、
親
の
仕
事
の
都
合
で
ア
メ

リ
カ
で
暮
ら
し
、
現
地
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

私
の
ク
ラ
ス
に
は
、
イ
ラ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ル
ワ
ン
ダ
、
北
朝
鮮
な
ど
世
界
各
地
か
ら
学
生
が

集
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
帰
国
の
日
が
迫
っ
て

き
て
、
特
に
仲
の
良
か
っ
た
イ
ラ
ク
人
の
３
姉
妹

に
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、「
国
に
戻
っ
て
も
生
活
が
苦
し
い
の
で

ア
メ
リ
カ
に
住
み
続
け
る
」
と
。
他
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
も
、
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
答
え
で
し
た
。 

　

母
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
戻
り

た
く
な
い
と
い
う
国
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
。

そ
ん
な
疑
問
が
ず
っ
と
消
え
ず
、
大
学
時
代
は
紛

争
問
題
の
解
決
や
難
民
の
保
護
な
ど
に
必
要
不
可

欠
な
国
際
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
現
状
や
課
題
を
知
る
う
ち
に
、
国

際
法
の
理
念
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
国
際
協
力
の
道
に
進
も
う
と
決
め
ま
し

た
。

　

就
職
１
年
目
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
で
７
カ
月
間
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
旧
ソ
連
時

代
の
影
響
で
制
限
さ
れ
て
い
た
企
業
の
経
済
活
動

の
活
性
化
に
向
け
て
、
日
本
人
専
門
家
と
倒
産
法

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
独
立
か
ら
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
強
い
関

心
を
持
ち
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
東
京
農
工
大
学
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
養
蚕
農
家
を
支
援
す

る
事
業
に
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
協
力

に
携
わ
っ
た
の
で
す
が
、
現
地
で
使
わ
れ
て
い
る

の
は
ロ
シ
ア
語
か
現
地
語
。
言
葉
が
通
じ
な
い
が

故
に
、
相
手
の
思
い
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
で
広
く
使
わ
れ
て
い

る
ロ
シ
ア
語
を
学
び
た
い
と
ロ
シ
ア
の
大
学
に
１

年
間
留
学
し
、
語
学
力
を
磨
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
、
念
願
か
な
っ
て
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

に
赴
任
し
ま
し
た
。
現
地
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、

職
が
な
い
た
め
に
ロ
シ
ア
な
ど
周
辺
国
へ
出
稼
ぎ

に
出
る
人
が
い
か
に
多
い
か
を
実
感
し
ま
す
。
こ

の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
か
つ
て
ア
メ
リ

カ
の
学
校
で
出
会
っ
た
母
国
へ
の
帰
国
を
拒
む
友

人
た
ち
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
の
国
の
人
た
ち

が
国
を
離
れ
ず
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

う
思
い
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
冬
に
地
方
の
村
を
訪
れ
た
時
、
マ
イ
ナ

ス
10
度
に
も
な
る
極
寒
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
衣

類
を
何
重
に
も
着
込
み
、
何
時
間
も
か
け
て
山
で

薪
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
国
土

の
９
割
以
上
が
山
。
水
力
発
電
に
適
し
て
い
る
も
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ロ
シ
ア
語
を
生
か
し
て

現
場
に
根
差
し
た
協
力
が
し
た
い

JICAボランティア事業の一環として開催したサッカーイベントで地元テレビ局の取材に
応じる草間さん（左）

甘草の採取を通じて収入向上を目指すタジキス
タンの農家の女性たちと

From Tajikistan

母
国
に
帰
ら
な
い
人
々

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に

の
の
、
冬
場
は
水
が
凍
っ
て
し
ま
い
、
十
分
に
発

電
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

全
て
の
人
た
ち
が
、
冬
で
も
暖
か
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。
そ
こ
で
新
た
な
発
電
施
設
や
送

配
電
網
の
整
備
に
協
力
で
き
な
い
か
、
現
地
の
電

力
大
臣
ら
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。「
日
本
の

協
力
は
時
間
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
分
入
念
に
調
査
を
行
い
、

確
実
に
成
果
を
残
す
事
業
を
目
指
し
て
い
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
役
立
っ
て
い
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
苦
労

し
て
勉
強
し
て
き
た
ロ
シ
ア
語
。
通
訳
を
介
さ
ず

に
行
政
官
や
住
民
た
ち
と
会
話
が
で
き
る
こ
と
で

距
離
が
縮
ま
り
、
信
頼
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
に
寄
り
添

い
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
協
力
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

大学卒業後、2007年にJIC
Aに就職。地球ひろば、東・
中央アジア部、ロシア留学を
経て、2013年6月から現職。

JICAタジキスタン支所

草間 佑子
KUSAMA Yuko

ま
き
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フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で

約
40
年
続
い
た
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放

戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
と
政
府
の
武
力
紛
争

が
終
結
し
、
包
括
和
平
合
意
文
書
が
調
印

さ
れ
た
の
が
今
年
３
月
。
こ
の
和
平
プ
ロ

セ
ス
を
継
続
的
に
支
援
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
、
６
月
23
〜
25
日
、
バ
ン
サ
モ
ロ
新

自
治
政
府
設
立
に
向
け
た
方
針
や
課
題
を

話
し
合
う
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
平
和
構
築
セ
ミ

ナ
ー
」
を
広
島
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
２
０
０
６
年
か
ら
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
が
共
催

し
て
い
る
も
の
で
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
平
和
構

築
の
関
係
者
が
率
直
に
対
話
す
る
貴
重
な

場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
過
去
５
回
は
マ

レ
ー
シ
ア
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今
回
初

め
て
日
本
に
会
場
を
移
し
、Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
ム

ラ
ド
議
長
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
大
統
領
顧
問

室
の
デ
レ
ス
長
官
を
は
じ
め
、
援
助
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
教
育
機
関
な
ど
の
関
係
者
約
90

人
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、
冒
頭
に
田
中
明

彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。「
和
平

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
発
展
に
寄
与
し
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
安
全
保
障
に
も
つ
な
が

る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
事
例
は
世
界
の
紛
争

解
決
の
モ
デ
ル
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ム
ラ
ド
議
長
は
基
調
講
演
で
「
合
意
し
た

内
容
が
実
施
さ
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

合
意
に
基
づ
く
制
度
づ
く
り
に
向
け
、
最

も
重
要
な
の
は
自
分
た
ち
の
意
思
で
決
定

し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
に
わ
た
っ
た
本
会
合
で
は
、
バ

ン
サ
モ
ロ
の
社
会
・
経
済
開
発
、
自
治
政

府
の
組
織
と
制
度
、
治
安
の
正
常
化
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
25
日
に
は
「
広

島
宣
言
」
を
採
択
。
デ
レ
ス
長
官
は
、「
具

体
的
な
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
交
渉
か
ら
実
施

へ
と
移
行
す
る
こ
の
時
期
に
、
平
和
を
象

徴
す
る
広
島
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
意
義

深
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
か
ら
も
新
自
治
政
府

の
体
制
や
制
度
づ
く
り
、
人
材
育
成
、
地

域
開
発
計
画
の
策
定
な
ど
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

フィリピン・ミンダナオ和平の関係者が広島に集結

田中理事長がブータンを訪問
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03　ワールドカップでアフリカとつながる

フィリピンのアキノ大統領も含め、ミンダナオの和平プロセスに
関わる関係者が一堂に会した

広島宣言の採択に臨むムラド議長（左）とデレス長官（中央）

　

約
１
カ
月
に
わ
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
２
０
１
４
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

日
本
の
対
戦
国
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
国
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
代
表
の
初
戦
の
相
手
は
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
で
は
ソ
ニ

ー
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
在
住
の
ア
フ
リ
カ
出
身
者
や
一
般

市
民
な
ど
、
合
わ
せ
て
３
６
０
人
以
上

が
集
ま
り
ま
し
た
。
応
援
の
ル
ー
ル
は

「
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
笑
顔
で
」。 〝
あ
え

て
日
本
と
ア
フ
リ
カ
を
ひ
と
つ
に
！
〞と

い
う
テ
ー
マ
通
り
に
、
会
場
内
は
友
好

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
な
ど
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば

や
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
で
は
対
戦
国
に

関
連
す
る
展
示
も
実
施
し
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
、
多
く
の
人
が
世
界
に
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
17
〜
20
日
、〝
世
界
一
幸
せ
な
国
〞

と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
ー
タ
ン
を
田
中
明

彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

50
年
に
わ
た
り
日
本
と
友
好
関
係
を

深
め
て
き
た
ブ
ー
タ
ン
。
ジ
グ
ミ
・
シ

ン
ゲ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
前
国
王
陛
下
、
ジ
グ

ミ
・
ケ
サ
ル
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ

ク
国
王
陛
下
と
の
会
談
で
は
、
日
本
人

専
門
家
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、〝
人
〞を
通
し
た
協
力
に
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
ツ
ェ
リ
ン
・
ト

ブ
ゲ
イ
首
相
な
ど
と
は
、
水
力
発
電
、

農
業
、
観
光
、
中
小
企
業
振
興
、
鉱
物

資
源
開
発
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
「
日
本
ブ
ー
タ
ン
協

力
50
周
年
記
念
式
典
」
に
も
出
席
し
た

他
、
日
本
の
協
力
が
長
年
実
施
さ
れ
た

西
部
の
街
パ
ロ
で
、
国
立
種
子
セ
ン
タ

ー
や
農
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。

28
年
間
に
わ
た
り
ブ
ー
タ
ン
の
農
業
協

力
に
貢
献
し
た
故
・
西
岡
京
治
専
門
家

の
慰
霊
塔
を
参
拝
し
ま
し
た
。

ワンチュク国王陛下（左）と謁見した田中理事長

コートジボワールのチームカラー、オレンジの服装をした観客が
JICA横浜に集合



　
ワ
ゴ
ン
車
に
積
め
る
だ
け
の
水
、
コ
メ
、
灯
油
、
毛
布

を
載
せ
て
、
友
人
３
人
と
岩
手
県
遠
野
市
を
出
た
の
は
２

０
１
１
年
３
月
13
日
。
泥
だ
ら
け
の
道
の
瓦
礫
を
ど
け
な

が
ら
、真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
大
槌
町
に
入
っ
た
。

至
る
所
か
ら
煙
が
立
ち
上
り
、灰
色
の
雪
が
舞
っ
て
い
る
。

泥
と
瓦
礫
の
す
き
間
か
ら
見
え
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
目
印

に
走
る
。

　
道
端
に
は
時
折
、
遺
体
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
し
ば

ら
く
の
間
、
私
の
記
憶
に
は
色
が
な
い
。
山
火
事
の
残
煙

の
中
、
山
道
を
通
っ
て
、
大
槌
町
の
災
害
対
策
本
部
に
た

ど
り
着
く
と
、
不
眠
不
休
で
指
揮
を
執
る
町
役
場
の
平
野

公
三
総
務
課
長
が
い
た
。
彼
の
家
族
の
安
否
は
不
明
だ
っ

た
（
数
日
後
に
連
絡
が
取
れ
た
）。「
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
町
長
も
多
く
の
職
員
も
死
ん

で
い
る
だ
ろ
う
。
何
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
く
れ
」
と
彼

は
答
え
た
。

　
室
内
を
見
回
す
と
、
き
ち
ん
と
し
た
避
難
所
マ
ッ
プ
が

な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
３
日
か
け
て
そ
れ
を
作
り
、
各
避

難
所
を
回
っ
て
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
一
つ
ず
つ
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。
と
に
か
く
必
要
な
物
資
を
集
め
て
は
配

っ
た
。

　
２
週
間
ほ
ど
た
ち
、
ふ
と
気
が
付
い
た
。
県
外
ナ
ン
バ

ー
の
車
、
野
宿
す
る
人
、
倒
壊
家
屋
に
入
る
人
の
姿
が
目

に
付
い
た
の
だ
。「
危
な
い
」。
と
っ
さ
に
そ
う
思
っ
た
。

遺
体
の
収
容
が
終
わ
っ
て
い
な
い
し
、
道
の
瓦
礫
も
取
り

除
か
れ
て
い
な
い
。
渋
滞
が
起
こ
れ
ば
、
物
資
も
運
べ
な

い…

。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ま
ず
遠
野
に

集
め
、
バ
ス
で
被
災
地
に
運
び
、
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
遠

野
に
連
れ
て
帰
る
こ
と
に
し
た
。
こ
ん
な
状
況
下
で
、
私

た
ち
だ
け
で
対
応
で
き
る
わ
け
も
な
い
。
み
ん
な
の
力
を

借
り
る
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
。

　
私
た
ち
は
「
遠
野
に
集
ま
れ
！
」
と
世
界
中
に
呼
び
掛

＜Profile＞
ただ・かずひこ
1958年岩手県遠野市出身。青山学院大学卒業。東日本大震災後、
遠野市民を中心としたボランティア団体、NPO法人遠野まごころネット
を設立。甚大な被害を受けた岩手県沿岸部に近い立地を生かし、現地
の混乱を避けるために遠野市で個人ボランティアの受け入れを行う。

11

福島第一原子力発電所の事故の影響で、地元では育てられなくなったカボチャ
「いいたて雪っ娘」を、遠野まごころネットの支援で遠野市内で代理栽培している

台風「ハイエン」の被害を受けたレイテ島。そこにある人々
の笑顔は変わらない

け
た
。
言
葉
の
問
題
は
ど
う
す
る
か
な
ど
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
外
国
か
ら
来
る
人
の
方
が
も
っ
と
不
安
に

決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
何
か
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ

る
ん
だ
。
自
分
た
ち
が
不
安
に
思
っ
て
ど
う
す
る
」
と
主

張
し
た
。
結
果
、
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ

て
く
れ
た
。
そ
れ
は
今
も
途
絶
え
な
い
。
ソ
ウ
ル
や
四
川
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ア
チ
ェ
、
マ
ニ
ラ
や
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
。

　
私
は
そ
の
縁
で
、
２
０
１
１
年
９
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と

ア
チ
ェ
の
大
学
に
呼
ば
れ
て
講
義
を
し
た
。「
日
本
に
は

年
間
３
万
人
も
の
孤
独
死
と
自
殺
者
が
い
る
」と
話
す
と
、

現
地
の
人
た
ち
は
「
そ
も
そ
も
孤
独
死
と
は
何
だ
」「
信

じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。
親
せ
き
が
老
人
や
子
ど
も
の
面

倒
を
見
る
か
ら
、保
育
所
も
そ
ん
な
に
必
要
な
い
と
い
う
。

　
ア
チ
ェ
の
小
さ
な
村
で
は
、
少
年
た
ち
が
郷
土
芸
能
の

太
鼓
で
大
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
夜
９
時
を
回
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
が
続
々
と
集
会
所
に
集
ま
っ
て
く

る
。
小
さ
い
子
ど
も
は
、「
自
分
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
な
る
」
と
、
太
鼓
を
力
強
く
た
た

く
村
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
瞳
で
見
て
い
る
。

　
震
災
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
大
槌
町
で
も
臼

澤
伝
承
館
（
私
設
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
）
の
人
た
ち
が

「
い
つ
ま
で
も
泣
い
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
今
日
か

ら
前
を
向
く
努
力
を
す
る
。
で
も
ま
だ
無
理
な
人
は
待
っ

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」
と
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
臼
澤
鹿

踊
り
を
披
露
し
た
。
見
る
人
舞
う
人
、
全
て
の
人
が
泣
い

て
い
た
。
郷
土
芸
能
は
ど
の
国
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
形
成
に
は
重
要
な
の
だ
と
感
じ
る
。

　
昨
年
11
月
、
大
型
台
風
「
ハ
イ
エ
ン
」
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
を
訪
れ
た
。
現
地
の

人
々
は
た
く
ま
し
く
明
る
か
っ
た
。
自
力
で
小
屋
を
ど
ん

ど
ん
建
て
て
住
ん
で
い
た
し
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
子
ど
も

多田 一彦

NPO法人
遠野まごころネット理事長

災害経験で
アジアとつながる

が
れ
き

た
ち
の
声
が
す
る
。
仮
設
住
宅
は

粗
末
な
も
の
で
、
板
一
枚
の
ド
ア

と
窓
が
あ
る
だ
け
。
６
畳
一
間
に

３
人
が
暮
ら
し
、
向
こ
う
三
軒
両

隣
の
声
が
筒
抜
け
な
の
だ
。
日
本

な
ら
「
う
る
さ
い
」
と
ク
レ
ー
ム

が
起
こ
り
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。「
子
ど
も
は
う
る
さ

い
も
の
。
元
気
な
証
拠
で
い
い
じ

ゃ
な
い
か
。
地
域
の
宝
だ
」。
こ
の

言
葉
に
私
は
震
え
た
。

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
所
構
わ
ず
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

を
や
る
も
の
だ
か
ら
、
近
所
の
ガ
ラ
ス
を
よ
く
割
っ
た
。

そ
し
て
、
大
人
た
ち
は
よ
く
こ
う
言
っ
て
い
た
。「
お
前

が
大
人
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
日
本
は
す
ご
く
な
っ
て
い
る

ぞ
」
と
。
し
か
し
今
は
ど
う
だ
。
少
子
高
齢
化
で
人
口
は

減
る
一
方
。
町
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
悲
観
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
被
災
地

の
小
中
学
生
が
私
た
ち
の
事
務
所
に
「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
を
言
い
に
来
て
く
れ
る
。
私
は
、
彼
ら
を
見

て
い
る
と
、
ア
チ
ェ
の
子
ど
も
た
ち
を
思
い
出
す
。「
こ

の
子
た
ち
が
大
き
く
な
る
こ
ろ
に
は
、
も
っ
と
良
い
日
本

に
な
る
ぞ
」。
そ
う
確
信
す
る
の
だ
。

　
世
界
に
は
、
政
治
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
民
間
人
が
、
協
働
し
、
補
い

合
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
N
P
O
法
人
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
は
今
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の

人
た
ち
と
連
携
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
と
防
災

に
協
働
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
小
さ
い
力
で
も
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
、
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
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ま
た
、
10
月
6
日
の
国
際
協
力
の
日
に

合
わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
も
「
国
際
協

力
60
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
今
年
は
10
月
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）

の
２
日
間
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
で
外
務

省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
の
共

催
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
国
際
協
力

に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参

加
で
き
る
企
画
が
満
載
。
楽
し
く
学
び
な

が
ら
、
国
際
協
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

イ
チ
は
西
半
球
で
は
ア
メ
リ
カ
に

次
い
で
２
番
目
、
１
８
０
４
年
に

独
立
を
果
た
し
た
歴
史
上
最
初
の
黒
人
共

和
国
で
す
。日
本
が
ま
だ
江
戸
時
代
だ
っ

た
こ
ろ
に
旧
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立

を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る

と
、
こ
の
国
の
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
早
す
ぎ
た
独
立
か
ら
歴

史
の
波
に
翻
弄
さ
れ
開
発
が
進
ま
ず
、
西

半
球
の
中
で
は
最
貧
国
で
す
。さ
ら
に
２

０
１
０
年
１
月
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
０
の
大
地
震
が
発
生
し
、
死
者
31
万

人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
出
し
ま
し

た
。

　
日
本
は
地
震
多
発
国
と
し
て
の
経
験
と

知
見
を
生
か
し
、
大
地
震
か
ら
の
復
興
と

基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
支
援

し
て
い
ま
す
。震
源
地
近
く
の
レ
オ
ガ
ン

市
で
は
、
地
震
直
後
に
国
際
緊
急
援
助
隊

が
医
療
活
動
を
実
施
。「
紛
争
予
防
・
平

和
構
築
無
償
資
金
協
力
」
の
枠
組
み
で
整

備
さ
れ
た
レ
オ
ガ
ン
市
街
地
道
路
は
2
0

1
3
年
6
月
に
完
成
し
、
多
く
の
市
民
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
レ
オ
ガ
ン
市
内
の
給
水
シ
ス
テ

ム
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
近
く
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
南
東

県
ジ
ャ
ク
メ
ル
病
院
整
備
計
画
」で
は
、新

た
に
免
震
構
造
の
病
院
が
再
建
さ
れ
ま

す
。　

　
日
カ
リ
ブ
交
流
年
と
な
る
２
０
１
４

年
、
両
国
の
友
好
関
係
が
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ハ

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

本
が
開
発
途
上
国
援
助
に
取
り

組
む
国
際
機
関
「
コ
ロ
ン
ボ
・
プ

ラ
ン
」
に
加
盟
し
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
国
際
協
力
を
開
始
し
た

の
が
１
９
５
４
年
。
２
０
１
４
年
は
、「
国

際
協
力
60
周
年
」
の
節
目
の
年
に
当
た
り

ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
外
務
省
は
、
日
本
国
内

で
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
際
協
力
や
途

上
国
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
を
増
や
そ
う
と
、
年
間
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
12
月
ま
で
の

間
に
実
施
さ
れ
る
国
際
協
力
に
関
連
す
る

事
業
を
「
国
際
協
力
60
周
年
記
念
事
業
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
に

関
す
る
事
業
を
企
画
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

大
学
、
地
方
自
治
体
、
民
間
団
体
、
企
業

な
ど
で
、
外
務
省
の
認
定
事
業
と
し
て
の

実
施
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
規
定
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　「
国
際
協
力
60
周
年
記
念
事
業
」
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
た
事
業
に

は
、
国
際
協
力
60
周
年
記
念
事
業
名
義
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
を
許
可
す
る
と
と
も

に
、
外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

国
際
協
力
60
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
で
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

日

みんなで
国際協力を知ろう！

ODA政策

「国際協力60周年」

2014年は国際協力60周年。これをきっかけ
に、日本の国際協力について知り、開発途上
国に目を向けてみませんか。

ODA政策

月
中
旬
、
セ
ル
ビ
ア
の
首
都
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
近
郊
、
中
部
、
西
部
で

降
り
続
い
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な

洪
水
が
発
生
し
、
物
的
・
人
的
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

日
本
は
緊
急
援
助
物
資
の
供
与
を
決
定
。

寒
冷
地
用
の
テ
ン
ト
や
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
パ

ッ
ド
、
発
電
機
な
ど
を
現
地
の
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ま
し
た
。

　
こ
の
洪
水
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け

て
、
日
本
の
市
民
か
ら
も
駐
日
セ
ル
ビ
ア

共
和
国
大
使
館
に
寄
付
金
や
お
見
舞
い
の

手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

の
多
く
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、
セ
ル

ビ
ア
の
人
々
か
ら
総
額
2
億
円
以
上
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
。「
今
こ
そ
恩

「セルビア洪水被害に対する支援」

情けは人のためならず

返
し
を
す
る
時
だ
」
と
多
く
の
人
が
動
い

た
よ
う
で
す
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

い
セ
ル
ビ
ア
で
す
が
、
実
は
国
際
協
力
を

通
じ
て
強
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
１

９
９
０
年
代
の
紛
争
中
は
国
際
社
会
に
よ

り
経
済
制
裁
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
２

０
０
０
年
の
民
主
化
以
降
、
日
本
は
先
立

っ
て
公
共
交
通
機
関
の
復
旧
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
日
本
が
無

償
資
金
協
力
で
供
与
し
た
バ
ス
が
市
民
の

足
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
、〝
ニ
ッ
ポ
ン

ジ
ン
〞
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
な
ど
、
多

く
の
人
が
感
謝
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
助
け
合
い
の
精
神
が
、
両
国
の
友
好
関

係
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Me�age from  Haiti
カリブ海に浮かぶアフリカ

在
ハ
イ
チ
日
本
国
大
使
館
　
　
　        
井
上 
理
恵 

三
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。

5

セルビアの洪水被害に対して日本が供与した緊急援助物資

1982年にユネスコ
世界遺産に登録さ
れたサン＝スーシ城

日本の支援によって
整備されたレオガン
市内の道路

市民を雇用して、復
旧・復興を進める

事業認定の対象

①2014年12月31日までの期間に実施される事業で、日本の国際協
力への理解促進を目的とするもの。
②特定の主義・主張、政治活動や宗教の普及を目的とせず、また
公序良俗に反しない事業であること。営利行為を主たる目的とし

ない事業であること。
③事業実施にかかる経費については、主催者が一切の責任を負う
こと。
④所定の書類を提出していること。

必要書類

事業認定申請書／誓約書／事業内容が明確となる資料（事業概
要、事業収支予定など）／申請事業主体の活動内容を表す資料
（主催団体の概要、パンフレット、規約、過去の実績など）

送付先・問い合わせ先

〒100-8919 東京都千代田区霞が関2-2-1　
外務省国際協力局政策課広報班  ※封筒に「国際協力60周年記
念事業認定申請」と明記してください。 
TEL：03-3580-3311（内線3559/3095）　
Eメール：Kokusaikyoryoku60@mofa.go.jp

審査結果の通知

申請者に対して個別に通知。

申請方法・認定の流れ

当該事業実施の1カ月前（必着）までに、必要書類を外務省国際
協力局政策課広報班に郵送またはメールにて提出。在外公館で
の申請受付は不可。

外務省が作成した国際協力60周年のロゴマーク

©Natsuki Yasuda

国際協力60周年記念事業認定ガイドライン URL : www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/annai/60th/nintei.html

以下の条件を全て満たすものについて、「国際協力60周年記念事業」としての認定を行います。

（外務省ホームページからダウンロード可能）

首都を走るバスには日本とセルビアの国旗が。清潔で快適だと好評だ

昨年の「グローバルフェスタ
JAPAN」の様子
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コロンビア南部カウカ県の高地に暮らす
ミサック民族。鮮やかな衣装に身を包み、
学校に向かう子どもに母親が付き添う

高
揚
す
る
人
々
の
顔
を
照
ら
す
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
種
ま
き
を
前
に
、
食
べ
物
と
酒

を
さ
さ
げ
、
収
穫
の
無
事
を
祈
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
部
カ
ウ
カ
県
の
ナ
サ
民

族
が
暮
ら
す
集
落
。「
サ
ケ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
祭
り
は
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
、

そ
の
年
の
担
当
の
集
落
の
人
々
が
全
参
加

者
に
食
事
と
酒
を
振
る
舞
う
。
４
日
間
に

わ
た
り
、
好
き
な
だ
け
飲
み
、
腹
い
っ
ぱ

　
照
り
付
け
る
強
い
日
差
し
の
下
、
汗
ま

み
れ
に
な
っ
た
男
た
ち
が
、
長
さ
20
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
木
を
担
い
で
練
り
歩
く
。

森
か
ら
切
り
出
し
た
こ
の
木
に
は
、
コ
ン

ド
ル
の
魂
が
宿
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
約
１
日
か
け
て
集
落
の
中
心
に
あ
る
広

場
に
運
ば
れ
た
大
木
。
男
た
ち
は
最
後
の

力
を
振
り
絞
っ
て
、
空
に
向
か
っ
て
真
っ

す
ぐ
に
立
て
た
。夜
空
に
浮
か
ぶ
満
月
が
、

い
食
べ
、
踊
り
続
け
る
。
そ
の
光
景
は
、

日
本
の
盆
踊
り
と
ど
こ
か
似
て
い
る
。

　
司
祭
の
後
に
続
い
て
、
み
ん
な
で
笛
と

太
鼓
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
そ

の
列
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ヘ
ビ
な
ど
、
ナ

サ
の
伝
承
に
登
場
す
る
動
物
の
形
を
描
い

て
い
る
。
人
々
は
こ
う
し
て
日
々
の
力
を

養
い
、
ま
た
日
常
の
畑
仕
事
へ
と
戻
っ
て

い
く
の
だ
。

未
来
へ
の
歩
み

祭りの指揮を執る司祭の後に続いて踊る人々。周辺の集落からも、この日を待ちわびていた多くの人が参加した

Colombia
［コロンビア］

写真・文＝柴田大輔 （フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.71

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
は
全
人
口
の
３
％
、
約

１
０
０
の
民
族
集
団
が
存
在
す
る
と
い
わ

れ
る
。
カ
ウ
カ
県
に
は
そ
の
う
ち
８
民
族

が
暮
ら
し
、
県
の
人
口
の
４
分
の
１
を
占

め
る
と
い
う
。

　
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
以
降
、
多
く
の

民
族
が
独
自
の
文
化
を
失
っ
て
き
た
。
ナ

サ
民
族
も
自
身
の
言
語
は
守
り
続
け
た
も

コカの葉をかむ男性。ナサ民族にとって、コカは医療や神事に使われる神聖な植物だアンデスに暮らすナサ民族の家族。人と土地が深くつながる、温かい空間に生きている 切り出した大木を運び出す男たち。力強い掛け声が森の中に響く

集落内の広場に立てられた大木。午前0時にコンドルの魂が舞い降りるといわれる

地球ギャラリー vol.71

の
の
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
２

０
０
０
年
に
入
り
、
長
い
間
忘
れ
去
ら
れ

て
い
た
も
の
を
復
活
さ
せ
た
。そ
れ
が「
サ

ケ
ル
」
だ
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
先
住
民
族
自
身
に
よ

る
復
権
運
動
が
あ
る
。
こ
の
20
数
年
の
間

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
局
が
各
地

に
開
設
さ
れ
た
。
先
住
民
族
が
自
ら
の
声

を
直
接
発
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。
ま

た
、
学
校
で
は
独
自
の
教
材
が
作
ら
れ
、

教
育
を
重
視
し
始
め
た
。
有
機
コ
ー
ヒ
ー

を
国
外
に
も
積
極
的
に
売
り
出
し
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
土
地
に
根
付
く
固
有
種

の
価
値
を
見
直
し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
。
民
族
を
超
え
た

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
と

政
府
軍
の
間
で
半
世
紀
に
も
お
よ
ぶ
紛
争

が
続
く
。
カ
ウ
カ
県
は
特
に
そ
の
被
害
を

被
っ
て
き
た
場
所
の
一
つ
だ
。
し
か
し
そ

ん
な
厳
し
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
先

祖
の
知
恵
と
新
し
い
文
化
を
つ
な
ぎ
、
独

自
の
未
来
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は

力
強
く
、
美
し
か
っ
た
。

古くからの名産である高品質の有機コーヒーを消費者に届けるために、土作りに精魂を込める

カウカ県北部産の有機コー
ヒーは、アメリカ、フランスに
も輸出されている

ナサ民族の郷土料理「モテ」。たっぷりのトウモロコシに、
食用バナナ、キャッサバ、鶏肉を混ぜて大鍋で煮る

2013年9月、カウカ県の県都ポパヤン市で、先住民族
社会を脅かす政府の方針に反対するデモが行われた

音楽を通じて、民族の文化や考
えを子どもたちに伝える

カウカ県北部のキリチャオ市にある先住民族が運営するラジオ局「パユマッ」

古くから作り続けられているトウモロコシは、この地域の人たちにとって生活の中心となる作物だ

地球ギャラリー vol.71



コロンビア南部カウカ県の高地に暮らす
ミサック民族。鮮やかな衣装に身を包み、
学校に向かう子どもに母親が付き添う

高
揚
す
る
人
々
の
顔
を
照
ら
す
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
種
ま
き
を
前
に
、
食
べ
物
と
酒

を
さ
さ
げ
、
収
穫
の
無
事
を
祈
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
南
部
カ
ウ
カ
県
の
ナ
サ
民

族
が
暮
ら
す
集
落
。「
サ
ケ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
祭
り
は
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
、

そ
の
年
の
担
当
の
集
落
の
人
々
が
全
参
加

者
に
食
事
と
酒
を
振
る
舞
う
。
４
日
間
に

わ
た
り
、
好
き
な
だ
け
飲
み
、
腹
い
っ
ぱ

　
照
り
付
け
る
強
い
日
差
し
の
下
、
汗
ま

み
れ
に
な
っ
た
男
た
ち
が
、
長
さ
20
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
木
を
担
い
で
練
り
歩
く
。

森
か
ら
切
り
出
し
た
こ
の
木
に
は
、
コ
ン

ド
ル
の
魂
が
宿
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
約
１
日
か
け
て
集
落
の
中
心
に
あ
る
広

場
に
運
ば
れ
た
大
木
。
男
た
ち
は
最
後
の

力
を
振
り
絞
っ
て
、
空
に
向
か
っ
て
真
っ

す
ぐ
に
立
て
た
。夜
空
に
浮
か
ぶ
満
月
が
、

い
食
べ
、
踊
り
続
け
る
。
そ
の
光
景
は
、

日
本
の
盆
踊
り
と
ど
こ
か
似
て
い
る
。

　
司
祭
の
後
に
続
い
て
、
み
ん
な
で
笛
と

太
鼓
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
そ

の
列
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
や
ヘ
ビ
な
ど
、
ナ

サ
の
伝
承
に
登
場
す
る
動
物
の
形
を
描
い

て
い
る
。
人
々
は
こ
う
し
て
日
々
の
力
を

養
い
、
ま
た
日
常
の
畑
仕
事
へ
と
戻
っ
て

い
く
の
だ
。

未
来
へ
の
歩
み

祭りの指揮を執る司祭の後に続いて踊る人々。周辺の集落からも、この日を待ちわびていた多くの人が参加した

Colombia
［コロンビア］

写真・文＝柴田大輔 （フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.71

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
は
全
人
口
の
３
％
、
約

１
０
０
の
民
族
集
団
が
存
在
す
る
と
い
わ

れ
る
。
カ
ウ
カ
県
に
は
そ
の
う
ち
８
民
族

が
暮
ら
し
、
県
の
人
口
の
４
分
の
１
を
占

め
る
と
い
う
。

　
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
以
降
、
多
く
の

民
族
が
独
自
の
文
化
を
失
っ
て
き
た
。
ナ

サ
民
族
も
自
身
の
言
語
は
守
り
続
け
た
も

コカの葉をかむ男性。ナサ民族にとって、コカは医療や神事に使われる神聖な植物だアンデスに暮らすナサ民族の家族。人と土地が深くつながる、温かい空間に生きている 切り出した大木を運び出す男たち。力強い掛け声が森の中に響く

集落内の広場に立てられた大木。午前0時にコンドルの魂が舞い降りるといわれる
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の
の
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
２

０
０
０
年
に
入
り
、
長
い
間
忘
れ
去
ら
れ

て
い
た
も
の
を
復
活
さ
せ
た
。そ
れ
が「
サ

ケ
ル
」
だ
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
先
住
民
族
自
身
に
よ

る
復
権
運
動
が
あ
る
。
こ
の
20
数
年
の
間

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
局
が
各
地

に
開
設
さ
れ
た
。
先
住
民
族
が
自
ら
の
声

を
直
接
発
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。
ま

た
、
学
校
で
は
独
自
の
教
材
が
作
ら
れ
、

教
育
を
重
視
し
始
め
た
。
有
機
コ
ー
ヒ
ー

を
国
外
に
も
積
極
的
に
売
り
出
し
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
土
地
に
根
付
く
固
有
種

の
価
値
を
見
直
し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
。
民
族
を
超
え
た

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
と

政
府
軍
の
間
で
半
世
紀
に
も
お
よ
ぶ
紛
争

が
続
く
。
カ
ウ
カ
県
は
特
に
そ
の
被
害
を

被
っ
て
き
た
場
所
の
一
つ
だ
。
し
か
し
そ

ん
な
厳
し
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
先

祖
の
知
恵
と
新
し
い
文
化
を
つ
な
ぎ
、
独

自
の
未
来
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は

力
強
く
、
美
し
か
っ
た
。

古くからの名産である高品質の有機コーヒーを消費者に届けるために、土作りに精魂を込める

カウカ県北部産の有機コー
ヒーは、アメリカ、フランスに
も輸出されている

ナサ民族の郷土料理「モテ」。たっぷりのトウモロコシに、
食用バナナ、キャッサバ、鶏肉を混ぜて大鍋で煮る

2013年9月、カウカ県の県都ポパヤン市で、先住民族
社会を脅かす政府の方針に反対するデモが行われた

音楽を通じて、民族の文化や考
えを子どもたちに伝える

カウカ県北部のキリチャオ市にある先住民族が運営するラジオ局「パユマッ」

古くから作り続けられているトウモロコシは、この地域の人たちにとって生活の中心となる作物だ
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高
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す
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々
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顔
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ウ
モ
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コ
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サ
ケ
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と
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こ
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祭
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毎
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、

そ
の
年
の
担
当
の
集
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の
人
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が
全
参
加
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食
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と
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を
振
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。
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日
間
に

わ
た
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、
好
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な
だ
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、
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っ
ぱ
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付
け
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強
い
日
差
し
の
下
、
汗
ま

み
れ
に
な
っ
た
男
た
ち
が
、
長
さ
20
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
木
を
担
い
で
練
り
歩
く
。

森
か
ら
切
り
出
し
た
こ
の
木
に
は
、
コ
ン

ド
ル
の
魂
が
宿
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
約
１
日
か
け
て
集
落
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中
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に
あ
る
広

場
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ば
れ
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大
木
。
男
た
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は
最
後
の

力
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振
り
絞
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て
、
空
に
向
か
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て
真
っ

す
ぐ
に
立
て
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。夜
空
に
浮
か
ぶ
満
月
が
、

い
食
べ
、
踊
り
続
け
る
。
そ
の
光
景
は
、

日
本
の
盆
踊
り
と
ど
こ
か
似
て
い
る
。

　
司
祭
の
後
に
続
い
て
、
み
ん
な
で
笛
と

太
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プ
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踏
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。
そ
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は
、
カ
タ
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な
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、
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伝
承
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形
を
描
い

て
い
る
。
人
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は
こ
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て
日
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を

養
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、
ま
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日
常
の
畑
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事
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。

未
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歩
み
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Colombia
［コロンビア］

写真・文＝柴田大輔 （フォトジャーナリスト）
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Music©Emiliano Daza y Álvaro Meza

バジェナート

古くから伝わる音楽といえば

コロンビアの文化を
知ろう！

取材協力：駐日コロンビア共和国大使館

サンコーチョ

コロンビア料理といえば
具だくさんの鶏がらスープ

　コロンビア人は鶏のだし汁が大好
き。ほとんどのスープのベースは鶏
で、一羽丸々煮込んでだしを取る。
主食のジャガイモと鶏肉を入れて煮
込めば朝ごはんの定番スープ「カル
ド」に、生クリームやアボカドなどを
加えればクリームシチューのような
「アヒアコ」になる。
　中でも具だくさんのスープとして人
気があるのが「サンコーチョ」だ。鶏
のだし汁をベースに、ジャガイモ、キ
ャッサバ、料理用バナナ、トウモロコ
シ、豚肉、鶏肉を入れ、じっくり煮込

んで塩とコショウで簡単に味付けす
る。野菜と肉のうまみが引き出され
た優しい味わい。がっつり食べたい
ときにおすすめの一品だ。
　「コロンビア料理はシンプルな味付
けで、日本人の口によく合いますよ」。
そう話すのは、日本人とコロンビア
人の両親を持つ小泉明さん。2005
年から東京・恵比寿のバー「プントプ
ンタ」のオーナーを務め、母親のステ
ラさんと共に本場のコロンビア料理
を提供する。

【RE C I P E】

【SHOP INFORMATION】
●材料（4人前）
鶏もも肉300g／スペアリブ300g
／トウモロコシ1本／ジャガイモ
3個／料理用バナナ1本／キャッ
サバ1本／長ネギ1本／ニンニク
1片／ローリエ3枚／コリアン
ダー適量／コンソメキューブ1個
／塩・コショウ各少量

プントプンタ
〒150-0022
東京都渋谷区恵比寿南2-13-14 
茶屋坂T&Kビル1F
TEL：03-5704-6280
営業時間：17～25時
日曜定休

鍋に鶏もも肉とスペアリブ、水を入れ、沸騰したらあ
くを取り、数分煮込む。
❶にニンニク、ローリエ、コンソメキューブ、塩・コ
ショウを加える。
❷にぶつ切りにしたトウモロコシ、ジャガイモ、料理
用バナナ、キャッサバを順に入れ、さらに煮込む。
❸を皿に盛ったら、みじん切りにした長ネギとコリ
アンダーを振り掛ける。

❶

❷

❸

❹

　コロンビアの人々にとって、音楽は日常の一部。各地域には
代々受け継がれてきた音楽があり、北部の「バジェナート」もそ
の一つだ。「毎晩、家族が庭に集まると、お父さんがおもむろに
ギターを取り出してはみんなで歌ったものよ」。そう北部出身の
人々は話す。
　バジェナートの由来には、こんな一説がある。かつて電話がな
かったころ、情報の“伝達人”として街から街へと移動し、街の
中心の広場に立って情報を伝えた人物がいた。彼の名はフラン
シスコ・エル・オンブレ。いつしかギター、アコーディオン、ドラム
で伴奏をつけて歌って情報を伝えるようになったといわれている
が、詳しいことは謎のままだ。
　バジェナートの特徴は、地域のちょっとした情報が歌詞に盛
り込まれていること。例えば、“サンタマルタ、サンタマルタ、電
車はあるのに線路がない”。これは北部の街サンタマルタに伝わ
る1フレーズだ。
　植民地時代のスペイン、当時奴隷として連れてこられた人々の
故郷アフリカ、そして先住民の文化が混ざり合っているコロンビ
ア。バジェナートに使われるヨーロッパ産のアコーディオンやア
フリカのリズムからも、その多彩な文化の影響を感じることがで
きる。

毎年4月には、北部の街パジェドゥパールでバジ
ェナートフェスティバルが開催される 

バジェナートに欠かせないアコーディオン。子ども
たちも練習する身近な楽器だ

話すように歌うのがバジェナートのコツだという。アコーディオンを弾きながら歌うことも

©PROEXPORT©PROEXPORT©PROEXPORT ©PROEXPORT
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新 着 情 報

B  OOK

『あなたが救える命
世界の貧困を終わらせるために今すぐできること』
目の前で子どもが川で溺れている。新しい靴がダメになってしま
うけれど―。さて、あなたは子どもを助けますか？そう問い掛ける
のは哲学者の著者だ。先進国
で豊かな生活を送る人々は、倫
理的に開発途上国で飢餓に苦
しむ人 を々救う義務がある。本書
では、なぜ私たちはそう頭で分
かっていても、実際には寄付し
ない人が多いのかなど、人間の
心理に迫る。それぞれの所得に
応じた寄付の基準を提案し、世
界の貧困解決に向けて一人一
人ができることを考える。

B  OOK

『サッカーボールひとつで社会を変える
スポーツを通じた社会開発の現場から』
毎年、世界各地で開催されている「ホームレス・ワールドカッ
プ」。サッカーを通じて自分に自信をつけ、仲間の大切さを知り、
ホームレス生活からの脱却を目
指すイベントだ。このように今、
サッカーを通して社会を変えよう
という動きが増えている。南アフ
リカではHIV／エイズを患う人た
ちがサッカーを始めたことで、感
染の予防に向けた啓発活動に
取り組むなど、前向きに生きるよ
うになったケースもある。サッ
カーボールが生み出す社会の
可能性について考えてみよう。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2011年／カンボジア／54分
監督：エラ・プリーセ、ヌ・ヴァ、トゥノル・ロ村の人々
公開：8月2日（土）よりユーロスペース（東京）他 全国順次公開
URL：thnollok.jp/
配給：コミュニティシネマセンター
TEL：050-3535-1573

岡田千あき 著
大阪大学出版会
2,160円（税込）

『おばあちゃんが伝えたかったこと
カンボジア・トゥノル・ロ村の物語』
ポル・ポト政権時代、カンボジア各地で行われた大虐殺。あの時、何
が起きていたのか。虐殺現場近くのトゥノル・ロ村の人々に密着取
材したのが本ドキュメンタリー。「おばあちゃん、何があったの？」。村
の小学生の男の子が虐殺を生き抜いた村人にそう声を掛けると、彼
らは自らの体験を語り、当時の出来事を身振り手振りで再演し始め
る。長い間、暗い記憶に苦しんできた彼らの表情が、映画製作を通
して明るくなっていくのが印象的だ。

『こども国際フェスタ2014』
世界を身近に感じてもらおうと、子どもたちを対象にした体験型イベ
ントが東京・恵比寿で開催される。各国の大使館が出展するブース
では、伝統的な遊びや芸術などをワークショップ形式で体験でき、
メーンステージでは民族舞踊やファッションショーなどが開催される。
7月下旬から先行プログラム（事前申込制）として、各国の大使館を
訪問したり、留学生と交流したりするチャンスもある。楽しく異文化に
触れる絶好の機会だ。

E  VENT

M  OVIE

ピーター・シンガー 著
勁草書房
2,700円（税込）

会期：9月7日（日） 11～17時
会場：恵比寿ガーデンプレイス
問：こども国際フェスタ実行委員会
TEL：03-6417-9071
URL：somos-festa.com/
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インフラシステム輸出
経済発展に必要不可欠なインフラ整備。世界に誇る技術力を持つ日本
の民間企業が、開発途上国のインフラ整備に汗を流している様子と、
それが現地の開発課題にどう貢献しているかを紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送
付期間・送付開始月を明記の上、指定の金
額を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から
1週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバ
ーをご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ケニアのキコイのスタイ
② 書籍『サッカーボールひとつで社会を変える
　  スポーツを通じた社会開発の現場から』（p37参照）
③ 書籍『あなたが救える命 
　  世界の貧困を終わらせるために今すぐできること』（p37参照）
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﹇
5
月
号 
特
集 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
「
女
性
の
輝
き
を
力
に
」
を
読
ん
で
﹈

■
表
紙
が
良
か
っ
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て

い
て
毎
号
び
っ
く
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、

日
本
は
物
が
豊
か
で
す
が
、
心
が
貧
し
く
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
物

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
で
考
え
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
目
は
本

当
に
美
し
い
。
世
界
が
物
で
は
な
く
、
心
の
豊
か
さ
で
幸
せ
に
な
れ

た
ら
な
と
思
う
日
々
で
す
。　
　
　

    

（
神
奈
川
県
／
男
性
／
34
歳
）

■「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
特
集
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

問
題
が
ち
ょ
う
ど
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
他
国
で
は
女
性
に
対
す

る
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
こ

の
冊
子
を
通
じ
て
世
界
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
埼
玉
県
／
女
性
／
17
歳
）

■
特
集
の
中
の
「
私
の
〝
コ
レ
〞
が
世
界
を
変
え
る
！
」
が
印
象
的
だ

っ
た
。
ブ
ル
カ
の
よ
う
な
衣
装
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
た
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
建
築
学
科
の
女
子
学
生
の
姿
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
る
。
女

性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
突
破
口
を
開
け
よ
う
と
す
る
先
駆
者
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　

 　

 

（
岡
山
県
／
男
性
／
72
歳
）

﹇
6
月
号 

特
集 

中
南
米
「
ラ
テ
ン
パ
ワ
ー
で
開
く
未
来
」
を
読
ん
で
﹈

■
国
が
変
わ
れ
ば
考
え
方
も
言
動
も
違
う
。
メ
キ
シ
コ
で
カ
イ
ゼ
ン

を
進
め
る
と
き
に
、
メ
キ
シ
コ
人
は
悪
い
点
を
は
っ
き
り
指
摘
し
な
い

か
ら
、
日
本
人
専
門
家
に
ず
ば
り
言
わ
れ
て
最
初
は
抵
抗
が
あ
っ
た

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
や
は
り
、
指
導
が
正
し
く
結
果
が

出
れ
ば
そ
れ
が
信
用
に
変
わ
る
。
国
民
性
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、

日
本
の
良
さ
が
浸
透
す
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
た
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   

（
愛
知
県
／
女
性
／
66
歳
）

■
ボ
リ
ビ
ア
の
地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
山
岳
地
の
治
療
師
」
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
素
朴
な
人
々
の
営
み
が
い
い
で
す
ね
。
心
の
つ
な
が
り

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
日
本
に
は
な
い
財
産
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
愛
知
県
／
男
性
／
56
歳
）
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　赤、青、黄…。灼熱の太陽の下、人々が
身にまとった色鮮やかな布が、アフリカ
の広大な大地に映えて美しい。
　アフリカにはさまざまな布があるが、特
に東部で人気なのが“キコイ”だ。コット
ン100％の生地にストライプの柄。男性は
腰に巻き、女性はストールにするなど、み
んなが思い思いの用途で楽しんでいる。
「初めてキコイを手に取った時、その柔ら
かさと、肌にすっとなじむ質感に感動しま
した」。そう話すのは、ウガンダの青年海
外協力隊OBの水永貴夫さん。その魅力
にすっかりはまってしまったという。
　日本ではまだあまり知られていないキ
コイ。多くの人に親しんでもらえるように
商品化できないだろうか―。帰国後、水

永さんはアフリカと日本をつなぐべく「キ
コイブランド」を立ち上げた。
　「日本人に手に取ってもらうためには、
流行で終わらせない“特別感”が必要だ
と思いました」。そこで主力商品として考
案したのがベビー用品。柔らかな肌触り
を生かして生み出したのは、何枚あって
も困らないスタイだ。
　今はケニアの問屋からキコイを仕入れ
て、日本で水永さんがデザインして縫製
している。ネクタイが付いたもの、揺れる
と鈴の音が鳴るもの…。これまでにない
かわいい仕掛けがいっぱいだ。
　キコイのスタイを着けた赤ちゃんを見
ていると、優しい笑顔が自然と家族の中
にあふれてくる。

Vol.70  ケニア

みんなが笑顔になるスタイ

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

KENYA

AUGUST

2014. NO.70

©Yuki Asada

★キコイのスタイを3人にプレゼント！→詳細は38ページへ
★キコイブランドの商品は、ホームページ（kikoijapan.jp/）
から購入可能。

キコイは鮮やかな糸が織り成すストライプの柄がかわいい

しゃく

ケニア
ナイロビ
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　2014FIFAワールドカップのSAMU
RAI BLUEの初戦を日本中が心待ちに
していたころ、私はブラジルではなく、対
戦相手のコートジボワールに向かってい
ました。今回の日本戦で初めて、この国
の名前を知った人もいるかもしれません。
　アフリカのサッカー強豪国には国際的
な舞台で活躍している選手も多く、彼ら
の並外れた身体能力には驚かされます。
しかし、地元の人たちの多くは家にテレ
ビがなく、そんな“憧れのヒーロー”の試
合を観ることができないというのです。
そこで今回のワールドカップでは、JICA
がソニー株式会社の協力を得てコートジ
ボワールでパブリックビューイングを企
画し、縁あって参加させていただくこと
になりました。
　僕にとっては初めてのアフリカ。現地
に着いて数時間後には、日本対コートジ
ボワールの試合が始まりました。大きな
スクリーンを前に、ドログバ選手が途中
出場した時には歓声が上がりました。残
念ながら日本は負けてしまいましたが、
みんなが「お疲れさま」と声を掛けてく

れて、心が温かくなりました。数日後のコ
ロンビア戦もパブリックビューイングが
行われたのですが、この時は子どもから
大人まで約１,000人が集まり、会場が一
体となって自国のチームを応援している
姿は感動的でした。
　コートジボワールでは、長年の内戦を
経て、まさに今、新しい国づくりが進めら
れています。日本の戦後もそうだったと
思いますが、国の基盤をつくることはそ
う簡単ではないでしょう。そんな中、国
際協力の現場を案内してくださった日本
人専門家の方々は想像を超える困難に
直面しているはずですが、それを一切見
せずにどうすればこの国が持続的に成
長できるかを必死に考えていて、日本人
として誇りに思いました。
　地元の子どもたちのサッカーの練習に
も参加させてもらったのですが、みんな
本当に元気でたくましいですね。プレー
スタイルはとにかく全力でパワフル。ちょ
っと転んでも、泣く子なんて一人もいませ
んでした。
　聞くと、彼らは毎日何時間も歩いて水

くみをしたり、弟や妹の面倒を見たりと、
どんなに小さくても、家族の一員として
の役割があるそうです。自分でもその責
任を感じながら、日々を懸命に生きてい
るのだと思いました。そんなたくましさ
を、日本の子どもたちにも感じてほしい
ですね。　　　
　人生の大部分をささげてきたサッカー
がきっかけで、コートジボワールの現実
の一部を自分の目で確かめることができ
ました。開発途上国が直面するさまざま
な課題に対して、現地の方 と々懸命に汗
を流している日本人の存在を知り、もっ
と多くの人に彼らの取り組みと途上国の
現実を知ってほしいと思いました。平和
都市・広島を拠点に、僕自身も行動を起
こしていきたいと思います。

私の たくましく生きる人々

NAKAJIMA Koji

元プロサッカー選手  中島 浩司

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1977年大阪府出身。仙台育英学園高等学校サッカ
ー部のMFとして活躍。卒業後は、ブランメル仙台（現
ベガルタ仙台）、ジェフユナイテッド市原（現ジェフユナ
イテッド市原・千葉）、サンフレッチェ広島でプレー。
2014年元旦の天皇杯決勝で現役を引退し、株式会
社ベアフットを設立。サンフレッチェ広島×なんとかし
なきゃ！プロジェクト国際親善大使。 ○c modelpress
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